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門出を祝う桜
市内小中学校入学式（４月５日）

市内小学校 10 校・中学校７校で４月５日、
入学式が行われました。学校生活のスタート
に期待を膨らませる新１年生の頭上には満開
の桜が咲き誇っていました。例年より早く開
花した桜は、入学式に満開を迎え、新１年生
の門出を祝っているようでした。

（写真・豊科南小学校）
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第２次総合計画　基本構想・前期基本計画の体系図
基本構想

基本目標 基本方針

前期基本計画
将来都市像

計画の実現に向けて

基本目標１　いきいきと健康に暮らせるまち

基本目標２　魅力ある産業を維持・創造するまち

基本目標３　自然環境を大切にするまち

基本目標４　安全・安心で快適なまち

基本目標５　学び合い 人と文化を育むまち

基本計画推進に当たっての経営方針
　基本目標１～５の達成を目指し、市の基本的な
取組方針（経営方針）を定めました。

　誰もが生きる喜びを感じ、住み慣れた
地域でいきいきと健康に暮らせるまちを
つくります。

　足腰の強い魅力ある産業を創造し、活力
にあふれた賑わいのあるまちをつくります。

　豊かで美しい自然環境を守り、快適な生
活環境を次代につなぐまちをつくります。

　安全・安心で、一人ひとりが心穏や
かに暮らせる快適なまちをつくります。

　人と人が幅広く活発に交流し、豊かな
人間性と文化を育むまちをつくります。

基本方針１－１　健康を大切にするまち

基本方針１－２　一人ひとりが大切にされるまち

基本方針１－３　安心して暮らせるまち

基本方針２－１　農林水産業を振興するまち

基本方針２－２　商工観光業を振興するまち

基本方針２－３　ブランドの創出に取り組むまち

基本方針３－１　自然と共存・共生するまち

基本方針３－２　環境を守るまち

基本方針４－１　災害に強いまち
基本方針４－２　事件・事故を防ぐまち
基本方針４－３　住みやすさを感じるまち
基本方針４－４　利便性の高いまち

基本方針５－１　子どもが健やかに育つまち

基本方針５－２　生涯を通じて学び合うまち

基本方針５－３　文化を創り育むまち

　本市を取り巻く環境などを踏まえ、「協働によるまち
づくりの推進」など５つの経営方針を定めました。

北
ア
ル
プ
ス
に
育
ま
れ　

共
に
響
き
合
う　

田
園
産
業
都
市　

安
曇
野

１ 健康長寿のまちづくり

２ 活力に満ちた産業があるまちづくり

出産・子育て環境が充実したまちづくり３

豊かな人を育むまちづくり４

防災力・減災力の強化に向けたまちづくり５

特集 1 第 2 次総合計画 第
２
次
安
曇
野
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

―
10
年
間
の
指
針
と
５
年
間
の
基
本
計
画
―

　 合計画は、今後 10 年間の基本的なまちづくりの指針となる計画
です。このたび平成 30 年度から 10 年間の計画となる「第 2 次

安曇野市総合計画」を策定しました。将来都市像は、第１次計画を引き
継ぎ「北アルプスに育まれ 共に響き合う 田園産業都市　安曇野」とし
ました。また、平成 30 ～ 34 年度までが対象の「前期基本計画」では、
次の５つの重点施策を優先的に取り組みます。

総

市

５つの重点施策（Ｈ 30 ～Ｈ 34）

Ｑ　

第
２
次
総
合
計
画
の
仕
組
み
は

　
　

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

第
２
次
総
合
計
画
は
、
10
年
間
の
指
針

と
な
る
「
基
本
構
想
」、
前
期
と
後
期

に
分
か
れ
、
各
5
年
間
の
施
策
の
体
系

を
示
す
「
前
期
・
後
期
基
本
計
画
」（
左

上
図
）、
主
要
事
業
の
実
施
期
間
や
事

業
費
な
ど
を
示
す
「
実
施
計
画
」
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
に
事
業
を
実
施
し
て

　

い
く
の
で
す
か
？

Ａ　

前
期
基
本
計
画
で
は
分
野
ご
と
の

基
本
方
針
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ

に
従
い
、
実
施
計
画
で
大
型
事
業
を
計

画
的
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
毎
年

度
の
予
算
編
成
で
事
業
内
容
を
確
定
さ

せ
ま
す
。

Ｑ　

目
標
人
口
は
？

Ａ　

市
の
人
口
は
、
平
成
32
年
か
ら

平
成
37
年
の
5
年
間
で
1
年
あ
た
り

４
９
４
人
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
し
、
前

期
基
本
計
画
で
は
、
34
年
度
の
目
標
人

口
を
９
万
２
０
０
０
人
と
し
ま
し
た
。

Ｑ　

重
点
施
策
の
具
体
的
な
内
容
は
？

Ａ　

重
点
施
策
の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り　

地
域
医

療
体
制
の
充
実
、
食
育
と
歯
科
口
腔
保

健
の
推
進
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導

入
な
ど

◆
活
力
に
満
ち
た
産
業
が
あ
る
ま
ち
づ

く
り　

荒
廃
農
地
解
消
、
新
産
業
団
地

の
検
討
、
自
転
車
が
楽
し
い
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
情
報
の
積
極
的
な
発
信
な
ど

◆
出
産
・
子
育
て
環
境
が
充
実
し
た
ま

ち
づ
く
り　

周
産
期
医
療
体
制
の
充

実
、
未
満
児
保
育
の
充
実
、
信
州
型
自

然
保
育
の
推
進
な
ど

◆
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り　

人

権
啓
発
活
動
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
充
実
、
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
な
ど

◆
防
災
力
・
減
災
力
の
強
化
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り　

自
主
防
災
組
織
の
強
化

と
活
性
化
、
一
時
避
難
所
の
充
実
、
消

防
防
災
施
設
・
設
備
の
充
実
な
ど

Ｑ
＆
Ａ 

総
合
計
画

※元号は、便宜上「平成」を使用しています。

新たなステージの幕開け　第２次総合計画がスタート
では、合併による新市発足以降、「第１次総合計画」に基づき、多くの事業に取り組んでま
いりました。一方で、我が国の人口は減少局面に入っており、人口減少の抑制や地域活力の

創出などが課題となっているほか、急速に変化する社会経済情勢や公共施設の統廃合問題、多様化す
る政策課題・地域課題などへの的確な対応が求められています。こうしたことから、「第１次総合計画」

を継承し、さらに磨きをかけ、課題解決を目指すと
ともに、市民の皆さまが幸せを実感できるまちづく
りを進めるため、今後 10 年間の市政運営の指針と
なる「第２次総合計画」を策定いたしました。本計
画の前期基本計画には、５つの重点施策を定めまし
た。これらの重点施策に力を入れて優先的に取り組
み、誰もが暮らしやすい、暮らして良かったと思え
るまちの形成を目指し、本計画に基づく施策の推進
に誠心誠意全力で取り組んでまいりますので、さら
なるご支援とご協力をお願い申し上げます。

安曇野市長　宮澤 宗弘

第２次安曇野市総合計画の詳細は、市ホームページ、政策経営課（２階�番窓口）、各支所などでご覧いただけます。
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歳入予算の増減
平成 29 年度

合計：413 億 7 千万円
平成 30 年度

合計：402 億 7 千万円

115億8,084万円（28.0%） 116億7,606万円（29.0%）

10億3,722万円（2.6%）
20億8,997万円（5.2%）
18億1,853万円（4.5%）

24億7,860万円（6.2%）

100億円（24.8%）

60億222万円（14.9%）

51億6,740万円（12.8％）

10億4,567万円（2.5%）
25億813万円（6.1%）

19億2,940万円（4.7%）

24億400万円（5.8%）

100億5,000万円（24.3%）

64億6,716万円（15.6%）

53億8,480万円（13.0%）

市税

繰入金

財産収入外

地方交付税

国・県支出金

地方債

負担金・使用料
および手数料外

各種交付金
地方譲与税

自主財源
41.2％

自主財源
41.3％

依存財源
58.8％

依存財源
58.7％

会　計　名 平成 30 年度 平成 29 年度 対前年度比 対前年度
比率  ％

一般会計 40,270,000 41,370,000 △ 1,100,000 △ 2.7
特別会計 20,847,895 22,414,357 △ 1,566,462 △ 7.0
国民健康保険 10,470,426 12,217,500 △ 1,747,074 △ 14.3
後期高齢者医療 1,134,360 1,039,600 94,760 9.1
介護保険 9,215,417 9,053,828 161,589 1.8
上川手山林財産区 2,143 2,514 △ 371 △ 14.8
北の沢山林財産区 951 821 130 15.8
有明山林財産区 953 1,143 △ 190 △ 16.6
富士尾沢山林財産区 771 964 △ 193 △ 20.0
穂高山林財産区 935 1,482 △ 547 △ 36.9
産業団地造成事業 1,153 80,301 △ 79,148 △ 98.6
観光宿泊施設　 20,786 16,204 4,582 28.3

総　計（一般会計+特別会計） 61,117,895 63,784,357 △ 2,666,462 △ 4.2

公営企業会計

水道事業会計

収益的収入 2,323,907 2,336,825 △ 12,918 △ 0.6
収益的支出 1,879,690 2,009,851 △ 130,161 △ 6.5
資本的収入 516,198 242,193 274,005 113.1
資本的支出 1,914,314 1,581,868 332,446 21.0

下水道事業会計

収益的収入 4,449,012 4,029,779 419,233 10.4
収益的支出 3,786,869 3,895,290 △ 108,421 △ 2.8
資本的収入 811,229 1,070,593 △ 259,364 △ 24.2
資本的支出 2,448,611 2,549,176 △ 100,565 △ 3.9

平成 30 年度安曇野市各会計予算額一覧 単位：千円

税
は
、
１
１
６
億
７
６
０
６
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
前
年
度
比
で
、

９
５
２
２
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税
は
、
経

済
の
緩
や
か
な
拡
大
基
調
を
反
映
し
、
増

額
を
見
込
み
ま
し
た
。
一
方
、
固
定
資
産

税
は
評
価
替
え
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
、
ま

た
、
市
た
ば
こ
税
は
、
税
率
の
低
い
加
熱

式
た
ば
こ
へ
の
急
速
な
移
行
な
ど
に
伴

い
、
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
１
０
０
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
地
方
財
政
対
策
や
合
併
算
定

替
え
の
割
落
と
し
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

比
で
５
千
万
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。基

金
繰
入
金
は
、
20
億
８
９
９
７
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
財
政
調
整

基
金
5
億
６
７
５
７
万
円
、
公
共
施
設
整

備
基
金
8
億
５
０
０
０
万
円
、
ま
た
、
地

域
振
興
基
金
１
億
３
３
０
６
万
円
、
ふ
る

さ
と
寄
附
基
金
2
億
３
８
０
０
万
円
、
入

学
準
備
金
貸
付
基
金
２
６
０
０
万
円
の
繰

り
入
れ
な
ど
で
す
。

市
債
は
、
51
億
６
７
４
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
前
年
度
比
で
2
億
１
７
４
０

万
円
、
４
・
０
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
、た
つ
み
、明
科
南
認
定
こ
ど
も
園

建
設
事
業
等
で
8
億
５
７
９
０
万
円
、
新

総
合
体
育
館
建
設
事
業
で
１
億
４
２
３
０

万
円
、
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
周
辺
整
備
事
業

で
１
億
１
７
１
０
万
円
な
ど
で
す
。

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
15
億
円
で

前
年
度
比
で
５
０
０
０
万
円
の
減
額
で
す
。

　
　

般
会
計
の
歳
出
は
、
性
質
別
お
よ
び

　
　

目
的
別
の
グ
ラ
フ
を
次
ペ
ー
ジ
に
示

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

● 

性
質
別
に
み
る
歳
出

　

人
件
費
は
、
前
年
度
比
で
、
５
８
３
２

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
職
を

含
む
職
員
給
料
、
手
当
、
共
済
等
の
減

額
、
議
会
改
選
後
の
定
数
減
に
伴
う
議
員

報
酬
・
手
当
の
減
額
な
ど
で
す
。

　

歳
入

　

歳
出

新
年
度
予
算

成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
第
２
次
総
合
計
画
の
初
年
度
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
整
備
し
た
施
設
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

「
北
ア
ル
プ
ス
に
育
ま
れ 

共
に
響
き
合
う 

田
園
産
業
都
市 

安
曇
野
」
の
創
生
に
向
け
、
各
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

平

一
般
会
計
の
予
算
額
は

４
０
２
億
７
千
万
円

昨
年
よ
り
11
億
円
、
２
・
７
％
減
額
。

市

一人
件
費　
（
57
億
７
９
１
１
万
円
）

ソ
フ
ト
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

特集２ 平成 30 年度予算

市議会は 3 月 19 日、平成 30 年度当初予算案を可決しました。



67 広報あづみの　2018.4.18 2018.4.18　広報あづみの

平成29年度　413億7千万円
平成30年度　402億7千万円 平成30年度

人件費

物件費

扶助費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

災害復旧費

投資出資金

公債費

貸付金

繰出金

積立金・予備費等

歳出予算 ※端数処理のため内訳の計と合計が一致しない場合があります。
※パーセンテージについては、小数点以下第 1 位までの表示のため 0.0％となる場合があります。

性質別に見る歳出の増減 目的別に見る歳出

57億7,911万円（14.4%）

68億9,652万円（17.1%）

1億2,003万円（0.3%）

50億6,098万円（12.6%）

76億4,018万円（19.0%）

51億8,119万円（12.9%）

53億3,561万円（13.3%）

9億8,393万円（2.4%）
22億2,023万円（5.5%）
7億9,102万円（1.9%）

600万円（0.0%）

2億5,520万円（0.6%）

58億3,743万円（14.1%）

69億4,813万円（16.8%）

1億1,214万円（0.3%）

53億631万円（12.8%）

55億3,887万円（13.4%）

61億9,212万円（15.0%）

1,100万円（0.0%）

10億1,893万円（2.5%）

44億3,771万円（10.7%）

4億8,687万円（1.1%）

53億6,449万円（13.0%）
1億1,600万円（0.3%）

総務費 43億8,734万円（10.9%）

農林水産業費 18億3,434万円（4.6%）

民生費 129億9,217万円（32.3%）

衛生費 25億247万円（6.2%）

商工費 18億2,460万円（4.5%）

土木費 56億7,971万円（14.1%）

消防費 14億3,113万円（3.6%）

教育費 39億1,692万円（9.7%）

公債費 53億3,561万円（13.2%）

その他
議会費　2億4935万円（0.6%）
労働費　6,036万円（0.2%）
災害復旧費　600万円（0.0%）
予備費　5,000万円（0.1%）

前
年
度
比
で
22
億
１
７
４
８
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
前
記
し
た
下
水
道
事

業
繰
出
金
21
億
８
９
０
３
万
円
の
性
質
区

分
変
更
に
よ
る
も
の
が
主
な
減
額
要
因
で

す
。そ
の
他
特
別
会
計
繰
出
金
と
し
て
、国

保
会
計
繰
出
金
6
億
５
３
７
１
万
円
、
介

護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
12
億
５
２
２
０

万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
繰
出
金
2

億
９
４
４
４
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

消
耗
品
や
業
務
委
託
、
臨
時
職
員
の
賃

金
な
ど
を
盛
り
込
む
物
件
費
は
、
前
年
度

比
５
１
６
１
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

本
庁
舎
総
合
管
理
委
託
業
務
８
２
７
３
万

円
、予
防
接
種
医
務
委
託
料
2
億
５
９
９
８
万

円
、
ご
み
・
資
源
物
収
集
等
運
搬
事
業
委

託
3
億
１
６
５
４
万
円
、
松
く
い
虫
防
除

対
策
事
業
の
松
枯
損
木
伐
倒
処
理
外
委
託

１
億
４
７
６
５
万
円
な
ど
で
す
。

住
民
福
祉
を
支
え
る
た
め
の
経
費
で

あ
る
扶
助
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事

業
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
で

2
億
４
５
３
３
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の
医
療
費

扶
助
5
億
３
５
１
６
万
円
、
自
立
支
援

給
付
事
業
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等

13
億
５
９
２
７
万
円
、
児
童
手
当
・
児
童

扶
養
手
当
給
付
事
業
18
億
８
７
０
万
円
、

入
浴
割
引
券
交
付
事
業
３
０
０
２
万
円
、

子
育
て
応
援
手
当
給
付
事
業
３
７
８
０
万

円
な
ど
で
す
。

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
等
の

経
費
で
あ
る
補
助
費
等
は
前
年
度
比
で

21
億
１
３
１
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

● 

目
的
別
に
み
る
歳
出

前
年
度
比
で
６
０
０
０
万
円
の
増
額

で
す
。
ふ
る
さ
と
寄
附
に
対
す
る
返
礼

品
な
ど
に
2
億
２
８
７
１
万
円
、
デ
マ

ン
ド
交
通
運
行
の
た
め
の
公
共
交
通
事

業
に
８
２
２
８
万
円
、
区
等
交
付
金
を

拡
充
し
た
区
等
地
域
力
向
上
事
業
に

１
億
２
１
２
３
万
円
、ま
た
、ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
推
進
事
業
に
３
９
７
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
5
億
８
３
１
４
万
円
の

減
額
で
す
。
福
祉
医
療
費
給
付
事
業

5
億
８
１
９
４
万
円
、
自
立
支
援
給
付

事
業
14
億
２
６
９
３
万
円
、
事
業
の
統

合
と
拡
充
を
図
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
が
ん
ば
ろ
う
事
業
に
７
７
８
万
円
、

児
童
手
当
児
童
扶
養
手
当
給
付
事
業

18
億
９
４
０
万
円
、
生
活
保
護
費
給
付
事

業
7
億
１
２
８
１
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
９
３
５
万
円
の
増
額
で
す
。

予
防
接
種
事
業
2
億
６
２
７
７
万
円
、
不

妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
１
８
３
６

万
円
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
新
ご
み
処
理

施
設
建
設
事
業
７
７
２
万
円
、
水
道
事
業

た
。
下
水
道
事
業
が
公
営
企
業
会
計
の

適
用
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
繰
出
金

21
億
８
９
０
３
万
円
の
性
質
区
分
が
変

更
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
増
額
要
因
で

す
。
そ
の
他
の
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
寄

附
返
礼
品
１
億
72
万
円
、
区
等
地
域
力
向

上
事
業
１
億
２
１
２
３
万
円
、
子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費
負
担
金

3
億
１
０
９
６
万
円
、
企
業
等
支
援
助
成

事
業
2
億
４
２
１
４
万
円
な
ど
で
す
。

道
路
や
学
校
な
ど
社
会
資
本
整
備
に
必

要
な
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
は
、

前
年
度
比
で
10
億
１
０
９
３
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
建
設
事

業
（
明
科
南
、
三
郷
北
部
、
た
つ
み
）
9

億
４
６
７
０
万
円
、
市
道
新
設
改
良
事
業

（
市
単
独
分
）
3
億
５
８
９
０
万
円
、
新

総
合
体
育
館
建
設
事
業
2
億
４
７
４
５
万

円
、
三
郷
文
化
公
園
体
育
館
大
規
模
改
修

4
億
３
０
６
万
円
、
小
中
学
校
施
設
改
修

事
業
（
長
寿
命
化
改
良
、
耐
震
化
工
事
）

8
億
３
０
１
５
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
２
８
８
８
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
償
還
元
金
51
億
１
９
７
８

万
円
、
償
還
利
子
2
億
１
４
３
４
万
円
な

ど
で
す
。

統
合
の
た
め
の
整
備
事
業
に
対
す
る
出
資

金
2
億
５
５
２
０
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
2
億
１
９
１
３
万
円
の
減

額
で
す
。
農
業
費
は
、
農
家
民
宿
推
進
事

業
３
２
９
万
円
、
新
規
就
農
者
等
支
援
の

た
め
の
後
継
者
育
成
事
業
４
６
５
２
万

円
な
ど
の
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
の
た
め
、
有
害
鳥
獣
防

止
対
策
事
業
９
３
５
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。林
業
費
は
、
松
く
い
虫
防
除
対
策

事
業
2
億
１
７
１
５
万
円
、
林
道
危
険

個
所
重
点
整
備
事
業
４
０
４
０
万
円
な
ど

で
す
。耕
地
費
は
、農
地
保
全
活
動
交
付
金

2
億
３
５
５
８
万
円
、
土
地
改
良
施
設
の

維
持
補
修
工
事
３
９
２
６
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
2
億
９
４
５
万
円
の
減
額

で
す
。し
ご
と
創
出
事
業
２
３
３
３
万
円
、

企
業
助
成
事
業
2
億
４
２
８
９
万
円
、
地

域
資
源
活
用
型
連
携
推
進
事
業
は
、
安
曇

野
産
ホ
ッ
プ
を
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
事
業
５
７
６
万
円
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
事

業
（
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
安
曇
野

花
火
外
）
４
２
４
６
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
4
億
７
６
１
６
万
円

の
増
額
で
す
。
道
路
橋
梁
維
持
事
業

3
億
２
６
５
５
万
円
、
除
雪
融
雪
事
業

１
億
１
２
２
９
万
円
や
、
拠
点
集
約
型
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め

の
拠
点
地
域
等
住
宅
購
入
費
助
成
事
業

４
６
７
０
万
円
、
三
郷
文
化
公
園
体
育
館

大
規
模
改
修
4
億
３
０
６
万
円
、
新
総
合

体
育
館
建
設
事
業
2
億
５
６
７
３
万
円
、

下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
金
21
億
８
９
０
３

万
円
な
ど
で
す
。

前
年
度
比
で
5
億
９
６
２
５
万
円
の
減

額
で
す
。
高
校
・
大
学
等
入
学
準
備
金
貸

付
２
６
０
０
万
円
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

事
業
８
２
２
１
万
円
の
ほ
か
、
国
際
社
会

に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
視
野
に
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
配
置
を
行
う
中
学
校
外
国
語
指
導

講
師
配
置
事
業
３
４
９
４
万
円
や
、
中
学

生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
派
遣
事
業

８
６
７
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
費
は
、
10
月
の
開
館
を
予
定

す
る
文
書
館
施
設
運
営
管
理
事
業
４
２

０
４
万
円
、
ま
た
、
保
健
体
育
費
は
、
堀

金
総
合
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
１

２
０
０
万
円
や
、
明
科
体
育
館
非
構
造
部

材
耐
震
化
工
事
５
９
２
７
万
円
な
ど
で

す
。

物
件
費
（
68
億
９
６
５
２
万
円
）

扶
助
費　
（
50
億
６
０
９
８
万
円
）

普
通
建
設
事
業
費　
（
51
億
８
１
１
９
万
円
）

公
債
費 

（
53
億
３
５
６
１
万
円
）

繰
出
金　
（
22
億
２
０
２
３
万
円
）

総
務
費 

（
43
億
８
７
３
４
万
円
）

民
生
費 

（
１
２
９
億
９
２
１
７
万
円
）

農
林
水
産
業
費 

（
18
億
３
４
３
４
万
円
）

商
工
費 

（
18
億
２
４
６
０
万
円
）

土
木
費 

（
56
億
７
９
７
１
万
円
）

教
育
費 

（
39
億
１
６
９
２
万
円
）

衛
生
費 

（
25
億
２
４
７
万
円
）

補
助
費
等　
（
76
億
４
０
１
８
万
円
）

特集◎平成 30 年度予算

平成30年度は23人が新任採用されました。
市職員一丸となり、市政発展に全力で取り組んでまいります
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豊かな人を育
はぐく

むまちづくり

活力あるまちづくり

健康長寿のまちづくり

安全・安心なまちづくり

協働によるまちづくりと行財政基盤の強化

３

1

2

4

5

出
産前から就学前までの子育て支
援策の充実や国際感覚豊かな人

材の育成、教育・文化の振興に取り組
みます。

産
業振興、農業の担い手育成など
地域を元気にし、活力あふれる

まちづくりに取り組みます。

誰
もがいきいきと心豊かに暮らす
ことができる地域社会の実現に

取り組みます。

自
主防災組織の体制強化や地下水・
森林環境の保全など安全・安心

に向けて取り組みます。

地
域と行政の連携強化のほか、市
民サービスの充実を基本に経費削

減と事務事業の効率化に取り組みます。

● ホストタウン推進事業	 397 万円

2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けて、オー
ストリアカヌー連盟から関係者の受け入れを行います。

● 文書館施設運営管理事業	 4,204 万円

重要文書を適切に保存し公開することにより、住民自治の
推進や歴史と文化の継承を図ります。

● 認定こども園建設事業（たつみ・明科南）	 8 億 3,108 万円

新園舎の敷地造成工事を完成させ、園舎新築工事を進めます。
●新総合体育館建設事業（南部総合公園体育施設）
　	 2 億 5,673 万円

総合体育館整備を行うため、実施設計の作成、測量・地質調
査などを行います。

● しごと創出事業	 2,333 万円

コンパクトシティを目指し、空き店舗の活用を促します。
また、起業しやすい環境を整備します。

● 首都圏市場ニーズ・テストマーケティング事業	 255 万円

事業者の明確な商品分析と新商品開発を支援します。

● 企業助成事業	 2 億 4,289 万円

企業誘致の推進・市内企業の業績向上を図るため、企業ニ
ーズに応じた各種補助金を交付します。

● しゃくなげの湯周辺整備事業	 1 億 2,417 万円

観光拠点としての基盤を整備し、観光客の滞在時間延長を
図ります。

● 後継者育成事業	 4,652 万円

国と市の給付金制度を活用し、新規就農者の確保と育成を
図ります。

● アクティブシニアがんばろう事業	 778 万円

健康増進や介護予防のために健康づくりを定期的に行う団
体を支援します。

● 災害時避難行動要支援者名簿作成事業	 163 万円

災害時の避難行動に手助けが必要な人の名簿づくりを進め、
支え合いの取り組みを強化します。

● 児童発達支援事業	 1,444 万円
専門職（言語聴覚士）による相談支援の一層の充実を図る
など、自立した生活を送れる児童を育成します。

● 健康ポイント事業（国保特会）	 201 万円

市が実施する健診等を受診した国保加入者にポイントを付与。
貯まったポイントを特典（無料健診受診券等）に交換します。

● 拠点地域等住宅購入費助成事業	 4,670 万円
対象区域に住宅を新築等をし住民登録をした人を対象に補助
金を交付し、コンパクトなまちづくりを促します。

● 乳幼児の紙おむつ処理手数料減免事業	 105 万円
紙おむつを使用している 2 歳未満の乳幼児を養育している保護
者を対象に、燃えるごみの指定袋を現物支給します。

● 都市再生整備計画事業（明科駅周辺）	 1 億 5,700 万円
明科駅周辺地区整備により、市の東の玄関口として、活力ある
まちづくりを推進します。

● 区等地域力向上事業（地域おこし協力隊）	 600 万円

区などの活動をサポートするとともに、移住者と地域の橋渡し役
として、地域おこし協力隊員を配置します。

● 移住定住促進事業	 459 万円

首都圏における移住セミナーや現地体験ツアーの開催、お試し
住宅の貸し付けなどにより、移住定住の促進を図ります。

●インターネットやコミュニティー FM による市政情報発信	 1,580 万円

インターネットやコミュニティFM 放送を活用し、市政情報や地
域情報を迅速かつ分かりやすく伝えます。

特集◎平成 30 年度予算

こんな仕事に取り組みます。
新年度予算における重点施策の柱を 5 つ定めました。

30
年度

※万円未満は四捨五入処理しています。予算の詳細は、市ホームページまたは財政課（3 階 3 番窓口）でご覧いただけます。
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▲全体配置計画図

安
曇
野
の
“
や
ま
”“
ま
ち
”“
ひ
と
”
を
つ
な
ぐ

新
総
合
体
育
館
基
本
設
計
が
決
定

豊
科
南
部
総
合
公
園
を
南
側
に
拡
張
し
て
整
備
を
行
う
、
合
併
協
議
会
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
新
総
合
体
育
館
建
設
事
業
は
、
基
本
計
画
で
定

め
た
「
す
る
・
見
る
・
支
え
る
」「
市
民
交
流
」「
健
康
長
寿
」「
安
全
・
安
心
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
を
基
に
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

検
討
を
重
ね
、
諸
室
の
大
き
さ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
決
定
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
基
本
設
計
を
基
に
詳
細
な
設
計
を
進
め
、
平
成
32
年
度
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
後
、
豊
科
南
社
会
体
育
館
と
豊
科
武
道
館
剣
道
場
は
取
り
壊
す
予
定
で
す
。

注目情報

～基本設計の方針～

～建設事業費～

～新総合体育館の機能（各諸室の特徴）～

～今後のスケジュール～

ロ ビ ー・ 展 望 ひ ろ ば

ラ ン ニ ン グ コ ー ス

トレーニング室兼
　　　　多目的利用室

幼　児　体　育　室

サ ブ ア リ ー ナ

メ イ ン ア リ ー ナ

市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
体
育
館
を
目
指
し
て

北アルプスへの眺望を最大限確
保し、安曇野らしさが感じられる
空間を目指します。また、公園利
用者も気軽に利用できるよう、プ
ロムナードから直接アクセスでき
るようにします。

メインアリーナの観客席の後ろ
には幅約 2 ｍ、１周約 200 ｍの
ランニングコースを設置し、日
頃の健康づくり・体力づくりの
場として利用できます。

トレーニング室は誰でも利用
しやすいよう多目的利用室を
兼ねており、移動間仕切によ
り 2 部屋に分割することで、
複数の団体の同時利用ができ
ます。

メインアリーナに面して幼児
体育室を設けることで、スポ
ーツをしながら子どもを見守
れるようにします。また、幼
児の体力づくりの場としても
利用できます。

こ の ほ か、
バドミントン
公 式 3 面、
卓 球 公 式 4
面で利用で
きます。

このほか、バドミントン公式 10
面、卓球公式 12 面、フットサル
公式１面、バレーローカル 3 面
でそれぞれ利用できます。

建
設
工
事

平
成
31
～
32
年
度

実
施
設
計

平
成
30
年
度

開
館

平
成
33
年
度

プロムナード外観イメージ

スケートボード
ひろば

ウォームアップひろば

多目的ひろば
臨時駐車台数 309 台

臨時駐車台数 50 台

15 台

常設駐車場
140 台

バス駐車場

身障者用
駐車場 7台

ぷらっとひろば

屋
敷
林
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

車両出入口車両出入口（臨時）

N

テニスコート 駐車場

豊科南部総合公園

サブアリーナ
上部吹抜

メインアリーナ
上部吹抜

ロビー

WC(男)

WC(女)

吹抜

展望
ひろば

屋
上
機
械
ス
ペ
ー
ス

サブアリーナ

会議室
控室

エントランスホール

ラウンジ
（大会時:大会本部） 事務室

防災倉庫

ランニングコース

ランニングコース
器具庫1

メインアリーナ

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

ラウンジ

EV WC
(女)

WC
(男) 器具庫2

幼児
体育室

機械室2

柔剣 道場

機
械
室
１

湯

倉
庫

多

更衣室
・シャワー室

(男)

WC
(男)

更衣室
・シャワー室

(女)

WC
(女)

トレーニング室
兼多目的利用室

器具庫3 

応
接
室

放
送
室

医務室

EV

N

搬出入口

搬出入口

搬出入口

主出入口主出入口

通用口

約32.0m×
　約19.5ｍ
（競技面）

約46.5ｍ×約38.5ｍ
（競技面）

観
覧
席

観覧席

観覧席

1 階平面イメージ 2階平面イメージ

建築面積：約 5,555㎡
延べ面積（屋内のみ）：約 7,300㎡
延べ面積（半屋外 を含む）：約 7,725㎡

※今後行う実施設計により、変更となる場合があり
ます。 問総合体育館建設推進課（4�71・2006　6�72・1340）

バスケットボール公式２面 バレーボール公式２面

（備品購入費は、別途 1 億 5 千万円程度を見込みます。）

基
本
設
計

平
成
29
年
度

●市民交流を促す体育館
スポーツ利用者だけでなく誰もが気
軽に利用できるよう、ラウンジやロ
ビー等市民の憩いの空間を整えます。
また、トレーニング室や会議室など
は多目的利用に配慮し、さまざまな
交流活動に使用できる施設とします。

●安全・安心な体育館
災害時に一定期間避難生活を行うこ
とのできる指定避難所として、災害
に強い施設を目指します。サブアリ
ーナには災害支援物資の集配場所と
しての機能を持たせます。また、防
災倉庫には簡易組立トイレを備蓄し
ます。

●スポーツ拠点となる体育館
メインアリーナは、大規模な大会会
場としても利用できるよう、主要な
競技規則を満たす規模を有します。
観客席は 1,000 席の常設席を含め、
イベント時には仮設席と合わせ最
大 2,000 席を確保します。

●安曇野らしい体育館
高さを抑えた緩やかな曲面の大屋
根が北アルプスの山並みに呼応し、
良質な景観を生み出すとともに、
アリーナやエントランスホールに
は市内産木材を活用し、ぬくもり
ある安曇野らしい環境に配慮した
施設を目指します。

新総合体育館に伴う概算事業費は、約
38 億円を基準として事業を進めていき
ます。

新総合体育館単体の工事費等 約 33 億円

拡張用地費・駐車場整備等一式 約 5 億円

合　計 約 38 億円

バスケ公式1面 バレー公式1面
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

市
で
は
、
平
成
30
年
4
月
１
日
か

ら
市
役
所
の
組
織
を
一
部
改
編
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
新
総
合
体
育
館
建

設
に
伴
う
課
の
新
設
や
、
よ
り
市
民

の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
組
織
と

す
る
た
め
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

新
設
お
よ
び
変
更
点

●
政
策
部
政
策
経
営
課
企
画
担
当
の

業
務
を
再
編
し
、
公
共
交
通
に
関

す
る
事
務
を
扱
う
交
通
政
策
係
を

設
置
し
ま
し
た
。

●
財
政
部
に
総
合
体
育
館
建
設
推

進
課
を
設
置
し
、
同
課
に
総
合
体

育
館
建
設
推
進
係
を
設
置
し
ま
し

た
。

●
保
健
医
療
部
健
康
推
進
課
の
3
係

を
健
康
推
進
担
当
（
本
庁
舎
内
）

と
健
康
支
援
担
当
（
穂
高
健
康
支

援
セ
ン
タ
ー
内
）
の
2
係
に
再
編

し
ま
し
た
。

市
で
は
、
新
た
に
地
域
防
災
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
、
2
人
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
任
命
し
ま
し
た
。

任
命
さ
れ
た
の
は
、
新
潟
県
出
身

で
元
自
衛
官
の
弦つ
る
ま
き巻
祐ゆ
う
い
ち一
さ
ん
、
神

奈
川
県
出
身
の
木き

並な
み

麗れ
い

さ
ん
、
茅
野

市
出
身
で
名
古
屋
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
長は
せ
が
わ

谷
川
愛あ
い

さ
ん
の
3
人
で
す
。
弦

巻
さ
ん
は
危
機
管
理
課
で
災
害
対
策

体
制
づ
く
り
の
支
援
な
ど
を
担
当
、

木
並
さ
ん
は
商
工
労
政
課
で
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
に
よ
る
地
域
活
性
化
な
ど

を
担
当
、
長
谷
川
さ
ん
は
農
政
課
で

農
家
民
宿
の
推
進
な
ど
の
業
務
を
担

当
し
ま
す
。

今
回
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
2
人
に
①
安
曇
野
の
印
象
②
趣
味

③
将
来
の
目
標
を
伺
い
ま
し
た
。

［
部
長
級
］（　

）
内
は
前
職

▼
財
政
部
長（
同
部
参
事
兼
財
政
課
長
）

百
瀬
秀
樹

［
部
長
級
昇
格
］

▼
政
策
部
長
（
同
部
秘
書
広
報
課
長
）

上
條
芳
敬
▼
保
健
医
療
部
長
（
同
部
健

康
推
進
課
長
）
髙
橋
正
子
▼
商
工
観
光

部
長
（
教
育
部
学
校
教
育
課
長
）
鎌
崎

孝
善
▼
教
育
部
長（
総
務
部
総
務
課
長
）

西
村
康
正
▼
総
務
部
参
事
兼
総
務
課
長

（
政
策
部
政
策
経
営
課
長
）
関
欣
一

［
課
長
級
］

▼
政
策
部
政
策
経
営
課
長
（
上
下
水
道

部
経
営
管
理
課
長
）
高
嶋
雅
俊
▼
市
民

生
活
部
堀
金
地
域
課
長
兼
地
域
担
当
係

長
兼
堀
金
支
所
長
（
同
部
堀
金
地
域
課

長
兼
堀
金
支
所
長
）
平
倉
秀
一
▼
市
民

生
活
部
明
科
地
域
課
長
兼
地
域
担
当
係

長
兼
明
科
支
所
長
（
監
査
委
員
事
務
局

長
（
併
任
）
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

書
記
長
）
飯
島
初
枝
▼
保
健
医
療
部
健

康
推
進
課
長
（
同
部
介
護
保
険
課
長
）

古
畑
英
子
▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

（
福
祉
部
福
祉
課
長
）
細
萱
賢
▼
監
査

委
員
事
務
局
長
（
併
任
）
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
長
（
議
会
事
務
局
次

長
（
併
任
）
公
平
委
員
会
事
務
局
長
）

水
谷
一
郎

［
課
長
級
昇
格
］

▼
政
策
部
秘
書
広
報
課
長
（
同
部
政
策

経
営
課
長
補
佐
兼
企
画
担
当
係
長
）
小

林
俊
夫
▼
財
政
部
財
政
課
長
（
同
部
財

政
課
長
補
佐
兼
財
政
担
当
係
長
）
宮
澤

修
▼
財
政
部
財
産
管
理
課
長
兼
総
合
体

育
館
建
設
推
進
課
長
（
同
部
財
産
管
理

課
長
補
佐
兼
施
設
経
営
担
当
係
長
）
岩

渕
宗
明
▼
市
民
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課

付
課
長
（
穂
高
広
域
施
設
組
合
派
遣
）

（
同
部
廃
棄
物
対
策
課
付
課
長
補
佐〈
穂

高
広
域
施
設
組
合
派
遣
〉）
久
田
裕
治

▼
市
民
生
活
部
穂
高
地
域
課
長
兼
穂
高

支
所
長
（
同
部
穂
高
地
域
課
長
補
佐
兼

地
域
担
当
係
長
）
髙
山
一
郎
▼
福
祉
部

福
祉
課
長
（
総
務
部
職
員
課
長
補
佐
兼

職
員
担
当
係
長
）
矢
口
泰
▼
保
健
医
療

部
介
護
保
険
課
長
（
同
部
介
護
保
険
課

長
補
佐
兼
介
護
予
防
担
当
係
長
）
藤
原

英
晃
▼
商
工
観
光
部
商
工
労
政
課
長

（
同
部
商
工
労
政
課
長
補
佐
兼
商
業
労

政
係
長
）
降
幡
健
一
▼
都
市
建
設
部
建

築
住
宅
課
長
（
農
林
部
農
政
課
長
補
佐

兼
生
産
振
興
担
当
係
長
）
矢
花
治
▼
上

下
水
道
部
経
営
管
理
課
長
（
市
民
生
活

部
堀
金
地
域
課
長
補
佐
兼
地
域
担
当
係

長
）
青
柳
勲
▼
議
会
事
務
局
次
長
（
併

任
）
公
平
委
員
会
事
務
局
長
（
教
育
部

図
書
館
交
流
課
長
補
佐
兼
図
書
館
交
流

担
当
係
長
）
細
田
昌
伸
▼
教
育
部
学
校

教
育
課
長
（
同
部
学
校
教
育
課
長
補
佐

兼
教
育
総
務
係
長
）
平
林
洋
一
▼
教
育

部
生
涯
学
習
課
長
（
同
部
生
涯
学
習
課

長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当
係
長
）

臼
井
隆
昭
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
副
参

事
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
兼
学
校
給

食
担
当
係
長
兼
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
（
財
政
部
収
納
課
長
補
佐
兼
整

理
担
当
係
長
）
丸
山
仁
一

【
退
職
者
】
平
成
30
年
3
月
31
日
付

▼
小
林
弘
（
政
策
部
長
）
▼
千
國
充
弘

（
財
政
部
長
）
▼
堀
内
伸
一
（
保
健
医

療
部
長
）
▼
曽
根
原
悦
二
（
商
工
観
光

部
長
）
▼
山
田
宰
久
（
教
育
部
長
）
▼

細
萱
雅
男
（
財
政
部
参
事
兼
財
産
管
理

課
長
）
▼
小
林
清
繁
（
市
民
生
活
部
廃

棄
物
対
策
課
付
課
長
〈
穂
高
広
域
組
合

派
遣
〉）
▼
二
村
誠
一
（
市
民
生
活
部

穂
高
地
域
課
長
）
▼
竹
田
信
（
市
民
生

活
部
明
科
地
域
課
長
）▼
髙
橋
利
美（
商

工
観
光
部
商
工
労
政
課
長
）▼
丸
山
武（
都

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
長
）
▼
保
高
秀
行

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▼
蓮
井
昭

夫
（
教
育
部
生
涯
学
習
課
長
）
▼
曽
根

原
正
之
（
教
育
部
学
校
教
育
課
副
参
事
）

財政部長

百瀬 秀樹
総務部参事
兼総務課長

関　欣一

政策部長

上條 芳敬

商工観光部長

鎌崎 孝善

保健医療部長

髙橋 正子

教育部長

西村 康正

■
職
員
人
事
異
動　
（
平
成
30
年
4
月
１
日
付
部
長
・
課
長
級
以
上
）

●課・係名等に変更のあった部署

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
た
に
３
人
が
着
任

※青字部分が、変更のあった課・係等です。

農政課

長
は せ が わ

谷川愛
あい

さん（26）
商工労政課

木
き な み

並麗
れい

さん（43）
①のどかで住みやすそ
うで、どこにいても北
アルプスが望める贅沢
な場所
②テニス、山登り
③地域に貢献できるよ
うな仕事をして、みん
なに愛される存在にな
ること

① 四 季 の 移 ろ い が 濃
く、さまざまな美しい
景色を見せてくれる。
暮らしのそばに豊かな
自然がある
② ス ノ ー ボ ー ド、 ヨ
ガ、山歩き、キャンプ、
SUP、家庭菜園、写真
③地域の皆さまに愛さ
れるクラフトビールを
作ること

部の
名称

今までの名称 新しい名称
課の名称 係等の名称 課の名称 係等の名称 電話番号

政策部
政策経営課 企画担当 政策経営課 企画担当 71-2401

都市交流係 都市交流係 71-2402
交通政策係 71-2401

財政部
総合体育館建設推進課 総合体育館建設推進係 71-2006

保健
医療部

健康推進課 健康推進係 健康推進課 健康推進担当 71-2470
保健予防係 健康支援担当 81-0726
健康支援担当
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表敬訪問
全国・国際大会出場者
コンクール等入選者

これからの里山再生について考える「さとぷろ。
フォーラム 2018」を市役所本庁舎で開催しました。
「山主と市民のステキな関係」と題した公開座談会

では、市内在住の山主 3 人が登壇。活動を広げてい
くためには、人と人との関係性づくりが必要である
ことが話し合われました。また、専門学校未来ビジ
ネスカレッジの学生が作成したロゴマークが初めて
発表され、活動団体の一体感の醸成が図られました。
「さとぷろ。」では一緒に里山再生を目指すサポー

ターとして「さとぷろ。学校」の受講生を募集して
います。（23 ページ参照）

3/10さとぷろ。フォーラム 2018

元気な里山を取り戻す　

３月 14 日
第 17 回全国小学生ソフトテニス大会（千葉県）
古
ふるはた

幡悠
ゆ う ま

馬、南
みなみやま

山侑
ゆうせい

聖、竹
たけした

下青
あ お ば

波、中
なかじま

島葵
あおい

、宮
み や お

尾彩
さ な

七（穂高西小）
髙
たかはし

橋洸
こ う き

貴、中
なかむら

村暖
は る や

矢（穂高北小）飯
いいぬま

沼輝
ひかる

（穂高南小）
第 48 回日本少年野球春季全国大会（東京都）
相
あいない

内陸
り く と

渡、奥
お く だ

田琉
りゅうき

暉（堀金中）　

３月 16 日
第 24 回日本リトルシニア全国選抜野球大会（大阪府）
前
まえやま

山慎
し ん の す け

之介、平
ひらばやし

林大
だ い き

輝、坂
さ か い

井翔
しょうたろう

汰朗、モリス レイドン（穂
高西中）寺

てらしま

嶋大
だ い き

希、保
ほ し な

科慧
さとる

、南
みなみさわ

澤和
か ず ほ

歩、吉
よしはら

原千
ち ひ ろ

陽、鹿
しかがわ

川堅
けんしゅ

守（穂
高東中）宮

み や せ

瀬颯
は や と

人（豊科南中）岩
いわくら

倉晴
は る き

希（堀金中）
市
いちかわ

川歩
ふみたか

京（信大附属長野中）宮
みやざわ

澤蒼
そ う た

汰（高瀬中）平
ひらやま

山雄
ゆ う た

大、
モラード瑠

る か

佳（白馬中）　

ロゴマークの表彰 さとぷろ。活動の紹介

全国・国際大会の出場者、コンクール入賞者で市役
所に訪問いただいた皆さんを紹介します。（敬称略）

３月 28 日
第９回全日本ジュニアピアノコンクール（東京都）
前
まえしま

島柚
ゆず

、寺
てらしま

島咲
さ き は

葉（穂高北小）
大
おおつき

月怜
れ な

愛、北
きたざわ

澤華
か れ ん

恋（穂高西小）
子どものためのバルトーク国際ピアノコンクール

（ハンガリー）
稲
い な だ

田つづる（三郷小）

「住みよい地球」全国小学生作文コンクール 2017
寺
てらしま

島春
は る み

美（明北小）

第 11 回べーテン音楽コンクール全国大会（東京都）
矢
や じ ま

島優
ゆ う な

奈（穂高東中）福
ふくしま

島ゆい（穂高西中）
第 18 回全国中学生創造ものづくり教育フェア
平
ひらばやし

林愛
あ い な

菜（明科中学校）
第 29 回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大
会（三重県）
臼
う す い

井琥
こ は く

珀、髙
たかはし

橋伶
りょうすけ

介、平
ひらかわ

川優
ゆ り あ

里愛、山
やまもと

本咲
さ き

季（穂高西中）
大
おおたか

鷹颯
そ う や

矢（穂高東中）

み
ん
な
で
考
え
よ
う

　

私
た
ち
の
公
共
施
設 

穂
高
プ
ー
ル

オ
ー
プ
ン
か
ら
30
年

穂
高
プ
ー
ル
は
平
成
元
年
に
オ
ー
プ

ン
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
最
盛
期
の
平
成
2
年
に

は
、
入
場
者
は
6
万
人
を
超
え
ま
し
た

が
、
直
近
の
5
年
間
は
、
最
大
で
延

べ
2
万
６
５
８
１
人
、
最
小
で
延
べ

１
万
１
４
６
５
人
の
利
用
と
大
幅
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

年
間
の
維
持
管
理
費

穂
高
プ
ー
ル
は
、
指
定
管
理
者
で
あ

る
㈱
フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
運
営

管
理
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
開
場
期
間

は
夏
季
7
・
8
月
の
50
日
前
後
で
、
指

定
管
理
料
、
施
設
の
借
地
料
、
修
繕
費

等
を
含
め
て
２
４
１
７
万
円
（
平
成
29

年
度
実
績
）
の
維
持
管
理
費
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

運
営
継
続
の
た
め
の
問
題
点

築
30
年
と
な
る
穂
高
プ
ー
ル
は
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
安
全
に

利
用
す
る
た
め
に
は
、
各
設
備
等
の
修

繕
が
必
要
と
な
り
、
表
１
の
費
用
が
か

か
る
見
込
み
で
す
。

修
繕
・
更
新
が
必
要
な
設
備
等

①
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

コ
ー
ス
面
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
の

安
全
性
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

②
チ
ビ
ッ
コ
・
コ
ド
モ
プ
ー
ル

タ
イ
ル
が
劣
化
し
、
剥
が
れ
に
よ

る
損
傷
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

③
起
流
ポ
ン
プ

流
水
プ
ー
ル
の
起
流
ポ
ン
プ
3
台

の
う
ち
1
台
が
故
障
し
て
い
ま
す
。

④
ろ
過
機

ろ
過
タ
ン
ク
、
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
ー

の
取
り
替
え
が
必
要
で
す
。

⑤
プ
ー
ル
サ
イ
ド

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
に
よ
る
ひ

び
割
れ
が
あ
り
ま
す
。

⑥
配
管

配
管
に
漏
水
が
起
き
て
お
り
、仮
設

地
上
配
管
に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。漏

水
箇
所
の
特
定
が
難
し
い
状
況
で
す
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画
（
先
月
号
に
掲
載
）
で
は
、
穂
高
プ
ー
ル
は
廃
止
を
検
討
す
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
施
設
の
現
状
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当
（
4�

71
・
２
４
６
７　

6�

71
・
２
３
３
８
）

指定管理期間を延長。１年かけ、現状と課題をご説明します。

市
で
は
昨
年
度
、
公
共
施
設
再

配
置
計
画
に
基
づ
き
、
穂
高
プ
ー

ル
廃
止
の
方
針
に
つ
い
て
、
市
民

説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

存
続
を
願
う
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望

や
陳
情
書
の
提
出
な
ど
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
穂
高
プ
ー
ル
の
指
定

管
理
期
間
を
１
年
間
延
長
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
穂
高
プ
ー
ル
の
現

状
と
課
題
を
十
分
に
ご
説
明
し
、

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
期
間
に

充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
説
明
会
の
日
程
な
ど
、
詳

し
く
は
、
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

修繕項目 修繕額
①ｳｫｰﾀｰｽﾗｲﾀﾞｰ更新（1 基） 108,742

②ｺﾄﾞﾓﾌﾟｰﾙ修繕（250㎡） 1,200

③起流ﾎﾟﾝﾌﾟ修繕（1 基） 1,950

④ろ過機改修　（2 基） 13,610

⑤ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ修繕（1 式） 16,000

修繕費合計 141,502

（千円）

表1　修繕箇所にかかる費用
　　　（概算：消費税別）

シリーズ１

⑥漏水修繕は含めていない
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映
画
作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
ベ

テ
ラ
ン
の
映
画
監
督
や
撮
影
ス
タ
ッ
フ

が
基
礎
か
ら
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

内
シ
ナ
リ
オ
作
り
、
撮
影
、
編
集
、
作

品
上
映
会
ま
で
の
映
画
製
作
全
般

対
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年
生
～
高
校

生
講
河
崎
義よ
し
す
け祐
さ
ん
（
映
画
監
督
）、
麻

和
正
志
さ
ん
（
映
像
作
家
・
小
学
校

教
諭
）、
映
像
会
社
撮
影
ス
タ
ッ
フ

費
無
料

定
20
人
（
先
着
順
。
た
だ
し
、
初
め
て

受
講
す
る
児
童
を
優
先
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
映
画
作
り
の

楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
子
ど
も
た
ち
の
映
画
製
作
全
般
の
サ

ポ
ー
ト

対
大
学
生
以
上
の
人

【
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
共
通
事
項
】

日
5
月
26
日
（
土
）
～
11
月
24
日
（
土
）

お
お
む
ね
毎
月
第
4
土
曜
日
（
全
7

回
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
都
合

に
よ
り
時
間
変
更
あ
り
）

申
4
月
23
日（
月
）か
ら
5
月
10
日（
木
）

地
域
食
材
活
用
講
座

安
曇
野
放ほ
う
ぼ
く
と
ん

牧
豚
を
使
っ
て
煮
込
み
料

理
と
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
肉
巻
き
料
理

を
作
り
ま
す
。

日
5
月
10
日
（
木
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
明
科
公
民
館
調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
瀧
澤
俊
夫
さ
ん
（
瀧
澤
板
前
料
理
店

主
）

費
１
０
０
０
円（
受
講
料
２
０
０
円
含
む
）

定
20
人
（
先
着
順
）

申
4
月
26
日
（
木
）・
27
日
（
金
）
に

明
科
公
民
館
へ
電
話
で

深
緑
コ
ン
サ
ー
ト

～
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
昭
和
～

懐
か
し
い
昭
和
の
名
曲
を
バ
ン
ド
の

演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
5
月
26
日
（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

場
明
科
公
民
館
講
堂

内
出
演　

Ｍ
Ａ
Ｂ

曲
目　
「
太
陽
に
ほ
え
ろ
の
テ
ー

マ
」「
青
い
山
脈
」
ほ
か

費
３
０
０
円
（
お
茶
代
）　

申
不
要　

月
い
ち
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ッ
チ

「
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
」
を
試
合
形
式
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
当
日
会
場
に
集
ま
っ
た
人
で

に
生
涯
学
習
課
へ
電
話
で

ス
ト
ー
リ
ー
等
の
募
集

映
画
教
室
で
撮
影
す
る
映
画
の
ス
ト

ー
リ
ー
や
シ
ナ
リ
オ
を
募
集
し
ま
す
。

内
子
ど
も
が
主
役
の
20
分
以
内
の
映
画

ス
ト
ー
リ
ー
ま
た
は
シ
ナ
リ
オ
（
様

式
自
由
）

対
ど
な
た
で
も

申
5
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習

課
に
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で

提
〒
３
９
９
‐
８
２
８
１
（
住
所
記
載

不
要
）
生
涯
学
習
課

8
月
25
日
（
土
）
に
開
催
す
る
信
州

安
曇
野
能
楽
鑑
賞
会
で
、
仕し

ま
い舞
・
連れ
ん
ぎ
ん吟

を
披
露
す
る
小
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
稽
古
日　

5
月
22
日
（
火
）、
6
月

3
日
（
日
）、
7
月
20
日
（
金
）・
21

日
（
土
）、
8
月
4
日
（
土
）・
5
日

（
日
）、
24
日
（
金
）

場
明
科
公
民
館

対
稽
古
に
参
加
で
き
、
保
護
者
の
送
迎

が
可
能
な
小
中
学
生
。

講
青
木
道み

ち
よ
し喜
さ
ん
（
観
世
流
能
楽
師
）

申
5
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
文
化
課
へ

電
話
で

鑑
賞
会
当
日
の
衣
装
（
浴
衣
・
足
袋
）

は
参
加
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

チ
ー
ム
を
作
り
、
試
合
を
し
ま
す
。

日
い
ず
れ
も
水
曜
日 

午
後
7
時
～
9
時

▽
明
科
体
育
館　

5
月
9
日
、
6
月

6
日
、
7
月
4
日
、
12
月
5
日
、
１

月
9
日
、
2
月
6
日
、
3
月
6
日

▽
明
南
小
学
校
体
育
館　

8
月
１

日
、
9
月
5
日
、
10
月
3
日
、
11
月

7
日

持
運
動
が
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

申
不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

ふ
る
さ
と
常
念
の
里
講
座

拾
ケ
堰
フ
ッ
ト
パ
ス

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
で
あ
る
拾

ケ
堰
沿
い
の
約
9
㎞
区
間
を
巡
り
、
そ

の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

日
5
月
12
日
（
土
）

午
前
７
時
45
分
～
正
午

※
雨
天
時
は
19
日
（
土
）
に
延
期

内
フ
ッ
ト
パ
ス
（
地
域
の
風
土
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
小
道
）
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、
一
部
バ
ス
移
動
あ
り

場
堀
金
支
所
（
集
合
・
解
散
）

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
。
小
学

3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

定
20
人
（
先
着
順
）

申
4
月
23
日
（
月
）
～
5
月
１
日
（
火
）

に
堀
金
公
民
館
に
電
話
で

「
め
え
め
え
児こ

や

ぎ
山
羊
」
の
作
詞
者
・

藤
森
秀
夫
（
詩
人
・
ド
イ
ツ
文
学
者
・

豊
科
出
身
）
の
業
績
を
顕
彰
し
、
童
謡

祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
懐
か
し
い
日
本

の
名
歌
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
5
月
5
日
（
土
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
▽
第
37
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
・
最
優
秀
曲
の
披
露

▽
地
元
演
奏　

豊
科
地
域
認
定
こ
ど

も
園
、豊
科
東
小
学
校
音
楽
ク
ラ
ブ
、

童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
に
よ
る
演
奏

▽
招
待
演
奏　

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者　

丸
山
久
美
子
さ
ん
ほ
か
2
人
に
よ
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏

費
無
料　

申
不
要

世
界
を
巡
る
料
理
教
室
③

～
フ
ラ
ン
ス
料
理
編
～

イ
チ
ゴ
の
ジ
ュ
レ
・
ニ
ン
ジ
ン
の
ム

ー
ス
・
国
民
的
料
理
の
タ
ブ
レ
な
ど
を

作
り
ま
す
。

日
5
月
17
日
（
木
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
穂
高
会
館
調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
安
井
邦
夫
さ
ん
（
明
科
公
民
館
長
）

費
１
０
０
０
円　

定
20
人
（
抽
選
）

申
4
月
25
日
（
水
）
～
27
日
（
金
）
に

穂
高
会
館
へ
電
話
で
（
参
加
決
定
者

に
は
後
日
通
知
し
ま
す
）

里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座

黒く
ろ
ふ斑
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
自
然
観
察
会

活
火
山
「
浅
間
山
」
の
外
輪
山
の

中
で
最
も
高
い
黒
斑
山
に
登
り
ま
せ
ん

か
。
目
前
に
は
浅
間
山
、
遠
方
に
は
北

ア
ル
プ
ス
、
富
士
山
を
望
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

日
5
月
29
日
（
火
）

午
前
6
時
15
分
～
午
後
5
時

※
予
備
日　

5
月
31
日
（
木
）

場
穂
高
会
館
駐
車
場
（
集
合
・
解
散
）

内
小
諸
市
車
坂
峠
ま
で
バ
ス
で
往
復
。

黒
斑
山
ま
で
自
然
観
察
を
し
な
が
ら

約
2
時
間
登
山
。
下
山
は
車
坂
峠
ま

で
約
2
時
間
。

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
松
田
貴
子
さ
ん（
豊
科
郷
土
博
物
館
）

費
２
０
０
円　

定
20
人
（
抽
選
）

申
4
月
23
日
（
月
）・
24
日
（
火
）
に

穂
高
公
民
館
へ
電
話
で

こ
ど
も
映
画
教
室
参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８

mshogaigakushu@
city.azumino.nagano.jp

第
28
回
信
州
安
曇
野

能
楽
鑑
賞
会
出
演
者
募
集

文
化
課
文
化
振
興
係

71
・
２
４
６
３ 

71
・
２
３
３
８

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

穂
高
公
民
館

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

明
科
公
民
館

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

堀
金
公
民
館

72
・
５
７
９
６ 

72
・
４
９
０
０

生
涯
学
習

公
民
館

乗降場所
※（　）は穂高会館
　からの所要時間

穂高会館
穂高駅前ロータリー（5 分）
本陣等々力家駐車場（10 分）
早春賦歌碑東（15 分）

穂高会館発
< 行き便 >

①午前 9 時 10 分　②午前 9 時 30 分
③午前 9 時 40 分　④午前 9 時 50 分

早春賦歌碑東発
< 帰り便 > 終了次第、順次運行

第 14 回あづみの公園早春賦音楽祭
音楽ピクニックをお楽しみください。

日 5 月 4 日（金）午前 10 時～午後 4 時
場国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）
内▷小中学校重唱合唱大会優秀校の歌声（Ｆ

Ｍ長野公開録音）▷公募ステージなど
費無料（無料入園日）

会場周辺は混雑が予想されます。臨時駐車
場、無料シャトルバス（豊科駅～堀金支所
臨時駐車場～公園中央口）を利用ください。

問国営アルプスあづみの公園堀金・穂高管理
センター（471・5511）

第33回安曇野早春賦音楽祭＝本ステージ＝

さまざまな演奏をお楽しみください。
日 5 月 27 日（日）午後１時 30 分～ 4 時
場穂高会館 講堂
内▷小中学校合唱部（招待演奏）▷渡辺しお

り〔ソプラノ〕（ゲストステージ）など
費前売り 500 円・当日 800 円（小・中・高校

生無料）
問早春賦愛唱会 西山さん（482・7290）

第 35 回早春賦まつり
安曇野に春を告げる催し「早春賦まつり」で

は、市内小学生やコーラスグループによる合唱
やアルパの演奏などが楽しめます。農産加工品
の販売なども行います。
日 4 月 29 日（日）午前 10 時～ 11 時 10 分ころ
場穂高川右岸早春賦歌碑前　費無料

会場周辺には駐車場がありません。穂高会館
駐車場から、無料シャトルバスで来場くださ
い。

問観光交流促進課観光交流促進係
471・2054　672・1340

●シャトルバス時刻表

早
春
賦
イ
ベ
ン
ト
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か

第
55
回
童
謡
祭
り 

作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰



施設のイベント図書館information

※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前 9 時から午後５時まで。入館料等詳細は各施設まで。
凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

1819 広報あづみの　2018.4.18 2018.4.18　広報あづみの

春
の
特
別
展
「
郷ご
う
づ津
雅ま
さ
お夫
展
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
躍
す
る

白
馬
村
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
郷ご
う
づ津

雅ま
さ
お夫
さ
ん
の
多
彩
な
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

日
4
月
28
日
（
土
）
～
6
月
3
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
入
場
は
午

後
4
時
30
分
ま
で
）

場
美
術
館
2
階
企
画
展
示
室･
大
展
示

室
休
館
日　

5
月
7
日（
月
）、14
日（
月
）、

21
日
（
月
）、
28
日
（
月
）

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

▽
郷
津
雅
夫
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
4
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
～
3
時

場
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

2
階
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

講
郷
津
雅
夫
さ
ん
・
笠
原
美
智
子
さ
ん

（
東
京
都
写
真
美
術
館
学
芸
員
）

費
無
料
（
入
館
料
別
途
）
申
不
要

▽
写
真
教
室

「
サ
イ
ア
ノ
タ
イ
プ
の
制
作
」

サ
イ
ア
ノ
タ
イ
プ
（
青
写
真
・
日
光

写
真
）
で
写
真
撮
影
の
仕
組
み
を
学
び

ま
す
。

日
5
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
～
3
時

場
美
術
館
多
目
的
ホ
ー
ル

コ
ー
ヒ
ー
の
お
い
し
い
淹い

れ
方
講
座

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
選
び
方
や
必
要
な

器
具
の
説
明
、
お
い
し
い
淹
れ
方
を

実
演
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

日
5
月
17
日
（
木
）

午
後
１
時
30
～
3
時

対
小
中
学
生　

講
西
村
陽
一
郎
さ
ん
（
写
真
家
）

費
無
料　

定
15
人
（
先
着
順
）

申
4
月
24
日
（
火
）
か
ら
美
術
館
へ
電

話
で

水
谷
章あ
き
と人
写
真
展
「
信
濃
路
」

飯
田
市
出
身
で
、
ス
ポ
ー
ツ
写
真
家

と
し
て
活
躍
す
る
作
者
が
捉
え
た
故
郷

信
州
の
風
景
を
紹
介
し
ま
す
。

日
4
月
24
日
（
火
）
～
7
月
16
日
（
月
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
田
淵
行
男
記
念
館
地
階
展
示
室

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
）、
祝
日
の
翌
日

水
谷
章
人
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
我
が
愛
し
の
宝
石
箱
＝
信
濃
路
」

清
水
博ひ
ろ
ず
み純
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
迎
え
、
水
谷
さ
ん
と
小
口
和か
ず
と
し利
さ

ん
3
人
の
写
真
家
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

行
い
ま
す
。

日
4
月
30
日
（
月
）

午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
田
淵
行
男
記
念
館
地
階
展
示
室

費
無
料
（
別
途
入
館
料
）

定
40
人
（
先
着
順
）

申
4
月
24
日
（
火
）
か
ら
記
念
館
へ
電

話
で

場
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

対
ど
な
た
で
も

講
赤
坂 

賢さ
と
し
さ
ん
（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｕ

Ｔ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
）

費
無
料　

定
50
人
（
先
着
順
）

申
4
月
24
日
（
火
）
か
ら
中
央
図
書
館

窓
口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

市
内
や
近
隣
市
町
村
を
拠
点
に
活

躍
す
る
作
家
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
展
示
販
売
を
行
い
、
作
品
の
制
作

方
法
を
直
接
伝
え
ま
す
。

日
5
月
19
日
（
土
）
～
20
日
（
日
）

▽
19
日　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

▽
20
日　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

交
流
広
場
ほ
か

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
）、
祝
日
の
翌
日

春
の
上
映
会

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
ア
ニ
メ
映

画
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

日
5
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～

正
午
（
開
場 

午
前
10
時
）

場
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

内
「
お
ま
え 

う
ま
そ
う
だ
な
」
原
作
・

宮
西
達
也　

上
映
時
間
・
約
90
分

対
ど
な
た
で
も
※
未
就
学
児
は
保
護
者

も
一
緒
に
参
加
く
だ
さ
い
。

定
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
入
場
無
料

申
不
要

お
す
す
め
の
一
冊

ま
ん
が
で
わ
か
る
７
つ
の
習
慣

小
山 

鹿
梨
子
／
ま
ん
が

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ
ヴ
ィ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
／
監
修

紹介する人

長
な が た

田 修
しゅうへい

平さん
（堀金）

『
ま
ん
が
で
わ
か
る
７
つ
の
習
慣
』
と

い
う
本
は
、
世
界
で
も
っ
と
も
影
響
力

の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
思
想
家
の
一
人
、
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・
コ
ヴ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
論
「
７
つ
の
習
慣
」
を
ま
ん
が
に

し
て
分
か
り
や
す
く
し
た
本
で
す
。
僕
は

こ
の
本
を
読
ん
で
、
人
生
は
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。特
に
、

こ
の
本
を
読
ん
で
『
変
え
よ
う
』
と
思
っ

た
の
は
、「
相
手
の
責
任
に
す
る
こ
と
」

で
す
。

バ
ー
で
働
き
始
め
た
中
田
渉
は
、
一
条

悟
と
い
う
会
社
員
の
客
に
失
礼
な
態
度
を

と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
上
手
く
話

せ
な
い
こ
と
を
相
手
の
責
任
に
す
る
こ
と

を
や
め
た
こ
と
で
、
相
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
条
さ

ん
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

僕
も
、
相
手
の
責
任
ば
か
り
せ
ず
に
、

一
度
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
と
仲
良
く
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

北條虎吉像（石膏原型）
1909 年　重要文化財

講師　赤坂 賢さん

開館当初の碌山美術館

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
73

文
化
課
文
化
振
興
係

71
・
２
４
６
３ 

71
・
２
３
３
８

碌
山
美
術
館
開
館
60
年

明
治
か
ら
１
５
０
年
。
こ
の
間
、
日
本

美
術
の
世
界
で
は
実
に
多
く
の
作
品
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

中
で
も
際
立
っ
て「
コ
レ
は
ス
ゴ
イ
！
」

と
い
う
も
の
は
、
国
の
「
重
要
文
化
財
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
わ
ず

か
51
点
。（
日
本
画
25
点
、
洋
画
20
点
、

彫
刻
６
点
）
こ
の
少
な
さ
が
貴
重
さ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
１
点
が
碌
山
美
術
館
に
保

管
さ
れ
て
い
る
、
荻
原
守
衛
の
《
北
條
虎

吉
像
》（
石
膏
原
型
）
で
す
。
通
常
は
公

開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
た
び
約
20

年
ぶ
り
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
９
５
８
年
４
月
22
日
に
、
南
安
曇
教

育
会
、
穂
高
町
、
美
術
館
の
建
設
費
を
寄

附
し
た
約
30
万
人
も
の
人
々
、
そ
れ
ぞ
れ

の
熱
意
が
一
体
と
な
っ
て
誕
生
し
た
碌
山

美
術
館
は
、本
年
開
館
60
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
企
画
展

「
彫
刻
家　

荻
原
守
衛　

石
膏
原
型
に
彫

刻
の
生
命
を
観
る
」
は
、
普
段
は
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
る
石
膏
原
型
、デ
ッ
サ
ン
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
展
示
さ
れ
、
荻
原
守

衛
の
芸
術
の
全
貌
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

展
覧
会
の
詳
細
は
碌
山
美
術
館
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（

82
・
２
０
９
４
）

●
企
画
展
「
彫
刻
家
　
荻
原
守
衛
　
石
膏

原
型
に
彫
刻
の
生
命
を
観
る
」

▽
会
期　

４
月
21
日
（
土
）
～
５
月
27
日

（
日
）

▽
休
館
日　

4
月
23
日
（
月
）

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

安
曇
野
さ
ん
ぽ
市

図
書
館
交
流
課
図
書
館
交
流
担
当

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

文
化
施
設

図
書
館

中央図書館映画上映会（入場無料）
『第三の男』

＜上映時間：100 分＞
●日時　11日（金）開場18：00 上映18：30～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」

多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇中央図書館
　おはなしのとびら　おはなしのへや
　2・9・16・23・30 日（各水曜日）
　　　　　10：30 ～（乳幼児以上対象）
　さんぽ市おはなし会　「みらい」多目的交流ホール

　19 日（土）・20 日（日）
　　　　　11：00 ～（幼児以上対象）
◇豊科図書館
　ちいさいたんぽぽ　多目的室
　18 日（金）11：00 ～（乳幼児対象）
　おはなしたんぽぽ　多目的室
　18 日（金）16：30 ～（幼児以上対象）
◇三郷図書館　
　ポケットの会　おはなしコーナー
　12 日（土）10：30 ～（乳幼児以上対象）

おはなしの会　おはなしコーナー
　22 日（火）11：00 ～（乳幼児以上対象）
◇堀金図書館　
　おはなしのへや　絵本コーナー
　15 日（火）10：30 ～（乳幼児対象）
　おりがみのへや　絵本コーナー
　23 日（水）16：30 ～（幼児以上対象）

◇明科図書館　
　おはなし会　おはなしのへや
　26 日（土）11：00 ～（乳幼児以上対象）

5 月の休館日（全館共通）
1・7・14・21・25・28 日

5月の図書館イベント



2021 広報あづみの　2018.4.18 2018.4.18　広報あづみの

講座メニュー 時間 講座メニュー 時間
1 地下水保全講座「安曇野の水資源を次世代へ」 60 分 46 下水道汚水がきれいになるまで 60分

2 安曇野自然環境保護講座「特定外来生物の拡大を防
ぐために」 60 分 47 安曇野市橋梁長寿命化修繕計画について 45分

3 臭気指数規制について 60 分 48 安曇野市道路整備推進計画 45分
4 資源物の分別とそのゆくえ 45 分 49 安曇野市の都市計画について 45分
5 障害者福祉制度について 60 分 50 安曇野市の土地利用制度について 45分
6 障がい者虐待防止について 60 分 51 信州花フェスタ 2019 45分

7 福祉 83（はちさん）プラン
（地域共生社会の実現に向けて） 60 分 52 地域の景観づくり 45分

8 介護予防について 60 分 53 次世代に誇れる景観づくり 45分

9 認知症予防について 60 分 54 わが家の震災対策～住宅耐震改修のすすめ～ 60分
DVD 20分・
説明 40分

10 成年後見制度について 60 分 55 安曇野市の観光について 45分
11 介護保険制度について 各60分 56 商店街振興施策について 45分
12 高齢者の相談窓口～地域包括支援センターについて～ 60 分 57 就職・就労に関する各種支援機関のご案内 45分
13 いきいき長寿はお口の健康から 90 分 58 安曇野市の工業振興ビジョンの推進と産業振興施策 45分
14 高齢者のための在宅福祉サービス 60 分 59 農作物等を被害から守る有害鳥獣対策 60分

15 国民健康保険制度について 60 分 60 多面的機能支払制度について（旧農地・水保全管理
支払交付金について） 60分

16 後期高齢者医療制度について 60 分 61 松くい虫対策について 60分
17 子ども子育て支援事業について 60 分 62 農地・農村環境を保全する荒廃農地対策 45分
18 児童虐待防止について 60 分 63 環境にやさしい農業の推進について 45分
19 子どもの発達とあそび 60 分 64 畜産悪臭対策について 45分

20 危ない食後の血糖値！～糖尿病予備軍について～ 60 分 65 加工施設を利用してもっと楽しく、おいしく食べて
みませんか 45分

21 知っててほしい血圧の基本 60 分 66 農業委員会の仕事とは 45分
22 腎臓のはなし～腎臓は体を守る大切な臓器です～ 60 分 67 情報公開制度の利用方法等について 45分
23 血管元気！バランス食～食べ物と血液の深い関係～ 60 分 68 協働は、みんなが主役のまちづくり 60分
24 歯っぴー健口生活♪～歯と口の健康について～ 60 分 69 安曇野市「区マニュアル」について 60分
25 消費生活講座「私たちは狙われている」 60 分 70 安曇野市「コミュニティ・マニュアル」について 60分
26 不登校児童・生徒への取り組みについて 60 分 71 安曇野市自治基本条例について 60分
27 コミュニティスクール事業について 60 分 72 安曇野市総合計画について 60分
28 安曇野市の学校給食について 45 分 73 市の行政評価について 60分
29 安曇野市生涯学習推進計画について 45 分 74 市の公共交通について 60分
30 もっと知りたい！？名誉市民の人と業績 60 分 75 安曇野市の財政状況について 90分

31 安曇野の文化財 60 分 76 市人口ビジョン及び市まち・ひと・しごと創生総合
戦略について 60分

32 安曇野の暮らしと自然を学ぶ 60 分 60 分 77 新本庁舎について 60分
33 触れてみよう！昔の暮らしの道具 60 分 78 安曇野市の行財政改革について 45分
34 虫の眼でみた安曇野の自然 60 分 79 市の公共施設再配置計画について 60分
35 安曇野市図書館をご案内します。 60 分 80 固定資産税のしくみ 60分
36 対話型鑑賞講座 60 分 81 市税講座　住民税特別徴収編 60分

37 あづみのフィルムアーカイブ
映画「よみがえる安曇野」（第 1 集）上映 60 分 82 市税講座　暮らしと市税（住民税編） 90分

38 あづみのフィルムアーカイブ
映画「よみがえる安曇野」（第 2 集）上映 60 分 83 市税講座　暮らしと市税（申告編） 90分

39 自主防災組織の役割 60 分 84 親子で租税教室 60分
40 災害への備え（地震編） 60 分 85 インターネットのたのしい利用について 90分
41 災害への備え（地震編）－映像あり－ 60 分 86 子供のインターネット利用にひそむ危険性について 60分
42 災害への備え（風水害・土砂災害編） 60 分 87 統計調査について 45分
43 安全でおいしい水道水ができるまで 120 分 88 選挙のはなし 60分
44 安曇野市の上水道事業の経営状況について 45 分 89 安曇野市の会計業務について 60分
45 安曇野市の下水道事業の経営状況について 45 分 90 議会のしくみ 60分

平成 30 年度 既存のメニューも
内容が充実してい
ます！

選べる90講座

・時間は講座 1 回あたりの目安です。（質疑時間を含みます）

ご利用ください

協働のまちづくり 前講座出
こ れからのまちづくりを市と共に考えるきっかけづくりと

して、市の施策や制度について、担当職員が市民の皆さ
んに分かりやすく説明します。地域の集会や近所の集まりの機
会などにご活用ください。

問い合わせ・申し込み
〒 399-8281　安曇野市役所　地域づくり課（住所不要）
471・2494 　672・3176　mchiikizukuri@city.azumino.nagano.jp

第 1 回くるりん講座　「共感を得る、魅力あるチラシ・広報の作り方」
市民活動サポートセンターは、協働のまちづくりの拠点として、まちづくりに取り組む団体のスキルアッ

プを支援するさまざまな講座を開催しています。
今回は、チラシづくりや広報のスキルアップを目的とした講座を開催します。自治会や市民活動団体等で

チラシや広報誌作成などに取り組まれている皆さんは、ぜひ参加ください。
●日時　5 月 19 日（土）午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分　
●場所　市民活動サポートセンター「くるりん広場」
●講師　大塚佳織さん（ＮＰＯ法人 えんのわ）
●費用　無料　　●申し込み　不要
問地域づくり課まちづくり推進係（471・2494　672・3176）

新

新

新

新

新

土日・祝日でもＯＫ

市の職員が出向きます

10 人以上から受講可能

申し込みの手続きは？

受講可能日
年末年始（12 月 29 日から１月 3 日）を除く
平日・土日・祝日
受講可能時間
午前 9 時から午後 9 時まで

説明は市の職員が行います。謝礼や交通費など
職員派遣に関する費用は必要ありません。ただし、
会場使用料や資料印刷代などは、申込者の負担と
なります。なお、出前講座は、市政について理解
を深めていただくためのものです。苦情や要望の
受付を直接の主旨とはしていません。

開催希望日の１カ月前までに、地域づくり課（2
階4番窓口）へ申込書を提出してください。（郵送、
ファクス、電子メールでも申し込み可能）担当部
署と調整の上、派遣の可否を連絡します。申込書
は、市ホームページ、地域づくり課、各支所地域課、
市民活動サポートセンターで入手できます。

受講対象は、市内に会場を確保いただける、
市民、または市内に通勤、通学する 10 人以上
が参加する団体、グループなどです。ただし、
公序良俗に反する場合、政治・宗教・営利目
的と判断される場合などは、開講できません。

新
は
、
新
し
く
加

わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

無
料
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
市
の
情
報

や
広
報
紙
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

u
http://m

achiiro.tow
n/

凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで。

2223 広報あづみの　2018.4.18 2018.4.18　広報あづみの

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

日
5
月
１
日
（
火
）
午
後
１
時
～
4
時

（
受
付　

午
後
0
時
30
分
～
）

場
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
（
松
本
市
）

内
事
業
所
の
人
事
担
当
者
と
直
接
話
が

で
き
ま
す
。

　

▽
参
加
予
定
企
業　

１
０
０
社

対
平
成
31
年
3
月
に
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
人

費
無
料　

申
不
要

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
、

楽
し
く
学
ぶ
体
験
型
の
教
室
で
す
。

日
5
月
9
日
（
水
）
～
7
月
24
日
（
火
）

の
間
で
、
週
１
回
、
お
お
む
ね
水
曜

日
の
午
後
１
時
～
3
時

場
穂
高
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
体
操
・
脳
ト
レ
・
音
楽
療
法
・
生
活

習
慣
病
予
防
・
お
口
の
健
康
な
ど

対
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人
（
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
が

あ
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

費
無
料　

定
20
人
（
先
着
順
）

申
4
月
23
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）
に

介
護
保
険
課
（
１
階
�
番
窓
口
）
ま

た
は
電
話
で

豊
科
・
明
科
・
堀
金
地
域
で
も
今
後

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

安
曇
野
の
そ
ば
粉
を
使
っ
て
気
軽
に

家
庭
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
5
月
24
日
（
木
）
午
後
2
時
～
4
時

場
信
州
安
曇
野
そ
ば
の
郷 

（
三
郷
や
す

ら
ぎ
空
間
施
設
・
三
郷
温
６
７
２
５

‐
１
）

対
ど
な
た
で
も

講
木
村
雅
子
さ
ん
（
王
滝
グ
ル
ー
プ　

商
品
開
発
部
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
ほ
か

費
１
５
０
０
円　

定
15
人
（
先
着
順
）

申
4
月
23
日（
月
）か
ら
5
月
20
日（
日
）

に
信
州
安
曇
野
そ
ば
の
郷
（

31
・

５
４
１
２
）
へ
電
話
で
（
受
付
は
午

前
10
時
～
午
後
5
時
）

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
介
護

保
険
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
市
の
介
護
保
険
に
関
わ

る
計
画
や
取
り
組
み
、
制
度
改
正
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

日
5
月
21
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～

4
時
15
分
（
開
場 

午
後
0
時
45
分
）

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室

内
▽
行
政
説
明　

第
7
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
つ
い
て

▽
講
演　

介
護
保
険
制
度
改
正
・
介

護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
（
仮
）

▽
講
師　

北
波
孝
さ
ん
（
厚
生
労
働

省
老
健
局
総
務
課
長
）

対
ど
な
た
で
も

費
無
料　

申
不
要

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
乗
り

合
わ
せ
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ど
は
電
話
で
お
伝
え
し
ま
す
。
応
募

多
数
の
場
合
は
、
営
農
計
画
書
等
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

里
山
の
整
備
な
ど
、
里
山
で
の
活
動

推
進
を
図
る
「
さ
と
ぷ
ろ
。
学
校
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
楽
し
み
な
が

ら
森
林
の
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
天
平
の
森
、
啼
鳥
山
荘
ほ
か

対
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
日
程
に
参
加

で
き
、
修
了
後
、
市
内
で
里
山
整
備

を
希
望
す
る
人

費
７
０
０
０
円（
別
途
宿
泊
費
が
必
要
）

定
10
人
（
先
着
順
）

申
4
月
23
日
（
月
）
か
ら
5
月
7
日

（
月
）
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。

フ
ァ
ク
ス
申
込
用
紙
は
、
耕
地
林
務

課
（
2
階
�
番
窓
口
）
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

内
▽
１
戸 

三
郷
小
倉
１
３
３
０
番
地

3 

東
小
倉
Ａ
棟
（
１
階
建
て 

2
Ｌ

Ｄ
Ｋ 

バ
ス
・
ト
イ
レ
付
）

▽
家
賃　

月
額
１
万
5
千
円

▽
入
居
期
間　

原
則
5
年
以
内

対
市
内
で
就
農
し
て
5
年
以
内
の
農
業

者
ま
た
は
3
年
以
内
に
市
内
で
就
農

す
る
こ
と
が
確
実
な
農
業
研
修
者

で
、
農
業
経
営
に
意
欲
的
か
つ
現
実

的
な
営
農
計
画
を
持
ち
、
農
業
の
担

い
手
と
し
て
市
の
農
業
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
人

申
4
月
23
日（
月
）か
ら
5
月
2
日（
水
）

に
農
政
課
へ
電
話
で
。
必
要
書
類
な

★広告掲載のお申し込みは（株）共立プラニング（434・2515）まで

集

募

企
業
説
明
会
in
松
本

問
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

（

31
・
８
６
０
０
）

そ
ば
粉
を
使
っ
た
家
庭
料
理
体
験

問
農
政
課
農
業
政
策
係

（

71
・
２
４
２
７ 

71
・
２
５
０
７
）

新
規
就
農
者
住
宅
入
居
者
募
集

問
農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

71
・
２
４
２
９ 

71
・
２
５
０
７
）

「
さ
と
ぷ
ろ
。学
校
」受
講
生
募
集

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 

71
・
２
５
０
７
）

エ
ン
ジ
ョ
イ
シ
ニ
ア
！

実
践
お
た
っ
し
ゃ
塾（
穂
高
会
場
）

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71
・
２
４
７
４ 
71
・
２
５
０
３
）

市
民
講
演
会

～
こ
れ
か
ら
の
市
の
介
護
保
険
に
つ
い
て
～

問
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

71
・
２
４
７
２ 
71
・
２
５
０
３
）

講 座 終 了 後 は、
フォトコンテス
トに投稿してみ
ませんか。
日 5 月 6 日（日）
　午前8時～11時ころ
場ビレッジ安曇野　
講佐藤大史さん（写真家・市内在住）
費 2,500 円　定 10 人（先着順）
持カメラまたはスマートフォン
申４月 23 日（月）から市観光協会に電話

で（受付は午前 9 時～午後 5 時 30 分）
問市観光協会 482・3133　687・9361

遺跡（古代の寺院跡）の発掘作業を行う
作業員を募集します。
日 5 月中旬から１カ月間程度

原則として月曜日から金曜日、午前 8 時
30 分～午後 5 時 15 分（雨天休業）

場明科中川手（明科駅南西）
対発掘現場に通勤可能で、屋外での発掘作

業に従事できる人
内賃金　日給 6,790 円　定 8 人程度
申事前連絡の上、5 月 2 日（水）までに文

化課（3 階6番窓口）に非常勤職員申込
書を持参してください。書類提出時に面
接を行います。申込書は文化課または市
ホームページから入手できます。

問文化課文化財保護係
　471・2464　671・2338

安曇野インスタグラム
フォトコンテスト 写真講座

発掘作業員を募集

日時 内容
第 1 回 5 月 30 日（水）開校式

第 2・3 回
（1 泊 2 日）

6 月 27 日（水）
28 日（木）

視察研修、
竹林整備と製炭

第 4 回 7 月 25 日（水）森の健康診断
第 5 回 8 月 29 日（水）選木、間伐実習①
第 6 回 9 月 26 日（水）間伐実習②
第 7 回 10 月 31 日（水）間伐実習③
第 8 回 11 月 28 日（水）閉校式

●さとぷろ。学校日程
　（各回午前 9 時 30 分～午後 4 時）

初心者
向け
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※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで。
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ま
た
、
特
に
疲
れ
が
で
る
昼
前
や
夕
方

の
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

農
業
機
械
を
使
う
際
は
次
の
点
に
注
意

し
、
み
ん
な
で
安
全
な
農
作
業
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
点
検
や
周
囲
の
安
全
確
認
を
し
っ
か

り
行
い
、
ゆ
と
り
を
持
ち
、
安
全
な

運
転
操
作
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
機
械
の
点
検
や
、
異
物
を
取
り
除
く

際
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
の
作
業
は
避
け
、
作
業
中
は

家
族
や
仲
間
と
連
絡
を
取
り
あ
い
ま

し
ょ
う
。

▽
休
憩
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

各
種
委
員
を
募
集
し
ま
す

下
表
の
各
種
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
各
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

3
月
か
ら
5
月
は
、空
気
が
乾
燥
し
、

山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
枯
れ
草
の
あ
る
火
災
の
起
こ
り
や
す

い
場
所
で
た
き
火
を
し
な
い
。　

▽
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ

ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る
。

▽
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い
。

▽
火
入
れ
を
行
う
と
き
は
、
市
の
許
可

を
必
ず
受
け
る
こ
と
。（
耕
地
林
務

課
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
）

▽
決
め
ら
れ
た
場
所
で
喫
煙
し
、
吸
い

殻
は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

▽
火
遊
び
は
し
な
い
。

農
作
業
中
の
事
故
に
よ
り
、
毎
年
多

く
の
死
傷
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
死

亡
事
故
の
多
く
は
、
農
業
機
械
の
操
作

中
・
補
助
作
業
中
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

要
で
す
。

申
地
下
水
採
取
届
出
書
を
環
境
課
（
2

階
5
番
窓
口
）
に
直
接
提
出
ま
た
は

郵
送
で
。
届
出
書
は
環
境
課
、
各
支

所
地
域
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

提
〒
３
９
９
‐
８
２
８
１
（
住
所
記
載

不
要
）
環
境
課

▽
井
戸
の
新
設
・
増
設
す
る
人

事
前
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。ま
た
、

規
定
量
以
上
（
１
日
１
０
０
㌧
以
上
、

ま
た
は
取
水
口
の
断
面
積
が
12
㎠
以

上
）
の
地
下
水
を
新
規
に
取
水
す
る
場

合
（
増
設
の
場
合
を
含
む
）、
あ
る
い

は
規
定
量
以
下
で
あ
っ
て
も
取
水
が
水

道
水
源
お
よ
び
井
戸
、
湧
水
に
支
障
を

及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
環
境
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。
市

が
計
画
変
更
や
中
止
を
求
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

▽
同
一
敷
地
内
で
１
日
10
㌧
以
上
利
用

し
て
い
る
人
は
、
毎
年
報
告
を

前
年
度
の
取
水
量
を
地
下
水
採
取

量
報
告
書
で
毎
年
5
月
31
日
ま
で
に
環

境
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
に
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。
報
告
書
は
環
境
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま

す
。

井
戸
を
所
有
し
て
い
る
人
は
既
存
、

新
設
問
わ
ず
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

次
の
と
お
り
、
早
め
の
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
平
成
25
年
4
月
１
日
以
前
か
ら
井
戸

を
所
有
・
借
り
受
け
て
い
る
人

氏
名
や
井
戸
の
設
置
場
所
、
取
水
量

な
ど
地
下
水
採
取
届
出
書
の
提
出
が
必

災

防5
月
1
日
か
ら
31
日
は

春
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間

問
農
政
課
生
産
振
興
担
当

（

71
・
２
４
２
８ 

71
・
２
５
０
７
）

地
下
水
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

井
戸
の
設
置
状
況
な
ど
届
け
出
を

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１ 

72
・
３
１
７
６
）

山
火
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

～
小
さ
な
火 

大
き
な
森
を 

破
壊
す
る
～

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 

71
・
２
５
０
７
）

集

募

員

委

募集委員 内容 募集
人員 対象 任期・報酬 申し込み 提出先・問い合わせ

子ども・子育て
会議委員

市が策定した「安曇
野市子ども・子育て
支援事業計画」の策
定・進捗管理などを
調査・審議します。

３人 20 歳以上の市内に住
所を有するまたは市内
在勤者で年４回程度、
平日に開催する会議に
出席できる人。ただし、
次に掲げる人を除く。
▷国および地方公共団

体の議会の議員
▷常勤の国家公務員お

よび地方公務員
▷市の附属機関等の公

募による委員
▷市税の滞納がある人

【任期】
委嘱の日から２
年間

【報酬】
市が規定する額

５月 18 日（金）までに申込
書と小論文（800 字以内、様
式自由）を子ども支援課へ直
接持参または郵送。申込書は
子ども支援課窓口または市ホ
ームページから入手できま
す。応募書類は返却しません。
▷小論文テーマ
「今、安曇野市の子育て支
援に必要だと思うこと」

〒 399-8281（住所記
載不要）子ども支援課

（１階�番窓口）
471・2255　672・
2065

市図書館協議
会委員

図書館の運営に関し、
館長の諮問に応ずる
とともに、図書館の
行う図書館奉仕につ
いて審議します。

１人
【任期】
７月１日（日）
から２年間

５月８日（火）～ 31 日（木）
に委員募集申込書と小論文

（800 字程度、様式自由）を
中央図書館（みらい）窓口に
直接持参または郵送。申込書
は市内図書館または市ホーム
ページから入手できます。
▷小論文テーマ
「誰でも利用しやすい身近
な図書館にするためには」

〒 399-8303　安曇野
市穂高 6765 番地２　
穂高交流学習センター

「みらい」内中央図書館
図書館交流課
484・0111　684・
0116

第７回地域で
共に生きよう
フェスティバ
ル実行委員

精神疾患・精神障が
いへの誤解や偏見等
の軽減や、当事者へ
の理解を促進するた
めの活動を行います。
▷第 1 回実行委員会

５月 24 日（木）
午後３時～ 市役所
４階 401 会議室

若干名 市内在住者

【任期】
委嘱の日からフ
ェスティバル開
催まで（平成 31
年度上半期開催
予定）

４月 18 日（水）～５月 15
日（火）にＮＰＯ法人あづみ
野（488・3955）へ電話で。

福祉課障がい福祉担当
471・2251　671・
2328

（表）各種委員の募集

し

ら

暮婚姻される皆さんの末永い幸せを祝福するとと
もに、安曇野での婚姻の思い出を深めていただく
ため、オリジナル婚姻届を作成しました。婚姻届
を提出する際には、ぜひご活用ください。
▷配布場所　市民課窓口および各支所地域課
▷配布物　オリジナル婚姻届、手続き早わかりガ

イドブック
問市民課市民担当　471・2489　671・2503

証明書コンビニ交付サービスは、マイナンバー
カードを使ってコンビニ等で住民票・印鑑証明書・
戸籍証明書（本籍が安曇野市の人のみ）を取得で
きるサービスです。

対応店舗は拡大中で、全国約４万 7,000 以上の店
舗で利用可能です。コンビニの他、イオンリテー
ルなどでも利用できます。ぜひ便利なマイナンバ
ーカードの申請を検討ください。
問市民課市民担当　471・2489　671・2503

オリジナル婚姻届ができました

証明書コンビニ交付サービス対応店舗拡大

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

安曇野市教育会総集会
「縣 英彦先生講演会」
（長野県出身・国立天文台准教授）

天文学の面白さや研究を続けることの
素晴らしさ、天文学の普及を通して科
学文化の形成を目指す活動についてお
話しいただきます。

日：5月19日（土）
　午後 2 時 40 分～
場：豊科公民館大ホール

対：どなたでも
費：無料

問：公益社団法人安曇野市教育会
　丸山さん　472・2430

【ハロートレーニング】
公共職業訓練受講生
（6月生）募集

CAD/NC 技術科・機械 NC 技術科・金
属加工科・電気設備技術科の受講生を
募集します。受講指示を受けた人は、
雇用保険を受けながら受講できます。

日：6月8日（金）～12月26日（水）
場：ポリテクセンター松本
　（松本市寿北 7-17-1）

費：無料（教
科書・作業
服などは除
く）

申：5 月 17 日（木）までに申込書
をハローワーク松本に提出。

問：ポリテクセンター松本　
　458・3392

心のふれあい絵手紙展

絵手紙教室の生徒が教室で学んだこと
や実際に交流した絵手紙を展示します。

日：5 月 9 日（水）～ 13 日（日）
　午前 10 時～午後 5 時
場 : 豊科交流学習センター
　「きぼう」多目的交流ホール

費：無料 問：松本 NHK 絵手紙教室　中嶋さ
え子さん　472・1010

空き家相談会

空き家の管理・売買、利活用、調査点検、
リフォーム、権利関係等、幅広い内容
を受け付けます。内容により、専門機
関を紹介します。

日：5 月 15 日（火）
①午後 1 時②午後 2 時③午後 3
時（各回 1 時間程度）

場：市役所 2 階 202 会議室

定：3 人
（各枠 1 人。
先着順）

費：無料

申：5月1日（火）から14日（月）に環
境課まで電話で。
環境課環境保全担当
471・2491　672・3176

各種情報コーナー
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●
補
助
金
額　

1
戸
あ
た
り
20
万
円

●
加
算
金
額
（
本
年
度
の
み
）　

市
外

か
ら
の
移
住
者
10
万
円
、
未
就
学
児

１
人
に
つ
き
10
万
円
（
2
人
ま
で
）

●
対
象
地
域　

市
土
地
利
用
基
本
計
画

で
定
め
る
拠
点
市
街
区
域
、
準
拠
点

市
街
区
域
、
田
園
居
住
区
域
（
下
図

参
照
）

●
対
象
者　

平
成
28
年
4
月
１
日
以
降

●
補
助
対
象
経
費
お
よ
び
補
助
率
等　

下
水
道
へ
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設

備
等
設
置
工
事
費
お
よ
び
附
帯
工
事

費
の
１
割
以
内
（
上
限
10
万
円
）

●
対
象
者　

市
に
住
所
が
あ
り
住
宅
を

所
有
す
る
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

人
。

❶
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額　

太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
当
該
設
備
の
設
置
に
要

す
る
経
費
の
５
分
の
１（
上
限
４
万
円
）

●
対
象
機
器　

住
宅
の
屋
根
に
設
置
す

る
不
凍
液
な
ど
を
強
制
的
に
循
環
す

る
太
陽
熱
集
熱
器
と
、
集
め
た
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
貯
蔵
す
る
蓄
熱
槽
に
よ

●
補
助
対
象
経
費
・
金
額
（
同
一
敷
地

に
対
し
て
１
度
限
り
。
❶
・
❷
の
併

用
可
）

❶
長
さ
3
㍍
以
上
の
新
た
な
生
垣
設
置

に
関
わ
る
費
用
（
苗
木
、
土
、
肥
料

等
や
造
園
業
者
の
委
託
費
用
含
む
）

の
2
分
の
１
以
内
（
上
限
5
万
円
）

❷
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
生
垣
設
置
す

る
場
合
の
撤
去
費
用
（
解
体
、運
搬
、

（
加
算
分
は
平
成
30
年
4
月
１
日
以

降
）
に
対
象
区
域
に
新
た
に
住
宅
を

取
得
し
住
民
登
録
を
し
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
要
件
を
満
た
す
人
。

※
補
助
要
件
（
加
算
要
件
）
等
の
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
補
助
期
間　

平
成
28
年
度
～
30
年
度

▽
排
水
区
域
内
で
排
水
設
備
工
事
を
行

う
人
。（
新
築
ま
た
は
建
替
え
に
伴

う
下
水
道
接
続
工
事
を
除
く
）

▽
同
一
世
帯
の
住
民
税
の
合
計
税
額
が

5
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

▽
市
税
等
、
上
下
水
道
料
金
お
よ
び
下

水
道
等
に
関
わ
る
受
益
者
負
担
金
お

っ
て
構
成
さ
れ
る
給
湯
、
冷
暖
房
用

等
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
も
の

❷
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額　

太
陽
電
池
１
㌗
あ
た
り

3
万
円
（
上
限
12
万
円
）

●
対
象
機
器　

住
宅
の
屋
根
等
へ
の
設

置
に
適
し
た
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流

有
り
で
連
系
し
、
か
つ
、
太
陽
電
池

処
分
費
、
工
事
請
負
費
含
む
）
の
2

分
の
１
以
内
（
上
限
15
万
円
）

●
対
象
者　

新
た
に
生
垣
を
設
置
ま
た

は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
合
わ
せ

新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
、
市
税
を

完
納
し
て
い
る
次
の
要
件
を
満
た
す

市
民

▽
申
請
者
の
居
住
ま
た
は
所
有
す
る
住

宅
で
あ
る
こ
と
（
小
規
模
な
店
舗
・

よ
び
分
担
金
に
未
納
が
な
い
人
。　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
補
助
期
間

　

平
成
30
年
度
か
ら
5
年
間

の
最
大
出
力
値
が
10
㌗
未
満
の
対
象

シ
ス
テ
ム

❸
住
宅
用
雨
水
貯
留
施
設

●
補
助
金
額　

設
置
費
用
の
2
分
の

１
（
１
０
０
㍑
以
上
５
０
０
㍑
未

満
の
場
合
：
１
基
あ
た
り
上
限

2
万
５
０
０
０
円
、
５
０
０
㍑
以
上

の
場
合
：
１
基
あ
た
り
上
限
5
万
円
、

事
務
所
と
の
併
用
住
宅
を
含
む
）

▽
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
事
が
他

の
補
助
・
補
償
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

●
そ
の
他　

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
生
垣
に
で
き
る
樹
種
に

要
件
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法

等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

合
併
浄
化
槽
等
か
ら
転
用
す
る
も
の

の
場
合
：
上
限
5
万
円
）

●
対
象
施
設　

雨
水
を
貯
留
す
る
た
め

の
構
造
を
持
つ
施
設
で
、
住
宅
の
雨

ど
い
等
に
接
続
し
架
台
等
に
固
定
す

る
も
の

ご利用
ください
住宅関係
補助制度

①
拠
点
地
域
等
住
宅
購
入
費
助
成

②
下
水
道
接
続
工
事
費
用
助
成

③
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
雨
水
資
源
化
機
器
等
の
設
置
費
用
助
成

④
生
垣
設
置
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
用
助
成

拠
点
集
約
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
土
地
利
用
基
本
計
画
で
定
め
る

拠
点
地
域
な
ど
で
新
た
に
住
宅
を
取
得
し
、
居
住
す
る
人
を
対
象
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
補
助
金
の
加
算
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
接
続
に
関
わ
る
工
事
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
下
水
道
の
接
続
工
事
は
供
用
開
始
の
公
示
日
か
ら
３
年
以
内
に
行
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
を
守
り
、
衛
生
的
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
や
資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
申
請
者
本
人
が
住
む
市
内
の
住
宅
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

や
雨
水
の
資
源
化
機
器
等
の
設
置
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
補
助
額
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

住
宅
地
の
緑
化
促
進
と
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
生
垣
設
置
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課
開
発
調
整
係

4�

71
・
２
２
４
３　

6�

72
・
３
５
６
９

問
下
水
道
課
維
持
管
理
担
当

4�

71
・
３
１
８
２　

6�

72
・
３
１
７
６

問
建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

4�

71
・
２
２
４
２　

6�

72
・
３
５
６
９

問（
❶
・
❷
に
つ
い
て
）環
境
課
環
境
政
策
係

4�
71
・
２
４
９
２　

6�

72
・
３
１
７
６

（
❸
に
つ
い
て
）環
境
課
環
境
保
全
担
当

4�

71
・
２
４
９
１　

6�

72
・
３
１
７
６

（図）補助対象となる区域

補助対象区域

※
着
工
２
週
間
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※申請方法や添付書類等詳細は担当課に確認してください。
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●固定資産税	 （１期）
●後期高齢者医療保険料	 （１期）
●介護保険料	 （１期）
●水道料金	 （穂高・三郷地域）
●下水道料金	 （豊科・堀金・明科地域）
●霊園管理料

＝納期限は5月1日（火）＝

4月の納期
3 月分の空間放射線量

本庁舎で測定された値は健康に影響のないもの
でした。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

3/5（月） 3/12（月） 3/19（月） 3/26（月）

本庁舎（豊科） 0.09 0.08 0.08 0.08

●
補
助
金
額　

購
入
費
の
3
分
の
１

（
上
限
５
０
０
０
円
）。
た
だ
し
、
避

難
行
動
要
支
援
者
に
該
当
し
、
防
災

ラ
ジ
オ
を
購
入
す
る
場
合
は
購
入
額

の
3
分
の
2
（
上
限
１
万
円
）。

●
補
助
対
象　

次
の
❶
～
❸
の
購
入
額

の
合
計
（
❸
の
み
は
補
助
対
象
外
）

❶
飲
料
水
（
清
涼
飲
料
水
を
除
く
）
と

食
料
品
（
保
存
年
数
1
年
以
上
）

❷
市
指
定
の
防
災
ラ
ジ
オ
（
ラ
ジ
オ
に

●
受
給
で
き
る
援
助
費　

▽
学
用
品
費

等
▽
修
学
旅
行
費
▽
新
入
学
学
用
品

費
▽
学
校
給
食
費
▽
医
療
費　

な
ど

●
対
象
者　

子
ど
も
が
市
内
に
住
所
を

有
す
る
か
市
内
小
中
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

保
護
者

　

①
経
済
的
理
由
で
子
ど
も
の
就
学
が

●
助
成
金
額　

１
人
５
０
０
０
円

●
対
象
と
な
る
搭
乗
期
間　

4
月
１
日

（
日
）
～
6
月
30
日
（
土
）

●
助
成
要
件　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
地 

元
利
用
促
進
協
議
会
に
加
盟
す
る
市

町
村
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
、
2

人
以
上
で
同
便
の
福
岡
線
を
往
復
利

用
す
る
こ
と
。

●
補
助
金
額　

講
師
謝
金
、
会
場
使
用

料
の
2
分
の
１
。
活
動
が
月
2
回
以

上
の
団
体
は
上
限
12
万
円
。
活
動
が

月
2
回
未
満
の
団
体
は
上
限
6
万

円
。

●
対
象
事
業　

健
康
体
操
、
太
極
拳
、

将
棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
歌
な
ど

●
対
象
団
体　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

使
う
乾
電
池
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
、
設

置
工
事
費
や
代
金
引
換
も
含
む
）

❸
防
災
用
品（
家
具
の
転
倒
防
止
器
具
、

懐
中
電
灯
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
簡

易
ト
イ
レ
、
生
理
用
品
な
ど
）

●
申
請　

防
災
用
品
を
購
入
し
た
年
度

内
に
、
補
助
金
交
付
申
請
書
と
書
類

を
危
機
管
理
課
（
2
階
東
側
窓
口
）

ま
た
は
各
支
所
地
域
課
へ
提
出
。
申

請
書
は
危
機
管
理
課
ま
た
は
市
ホ
ー

困
難
な
保
護
者
（
所
得
審
査
あ
り
）

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
保
護
者

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
小
学
6

年
生
・
中
学
3
年
生
の
保
護
者

●
申
請　

5
月
１
日
（
火
）
ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

子
ど
も
が
在
籍
す
る
学
校
へ
提
出
。

●
申
請　

旅
行
終
了
後
、
4
月
23
日

（
月
）
～
7
月
10
日
（
火
）
に
申
請

書
に
人
数
分
の
搭
乗
券
の
半
券
を
添

付
し
て
観
光
交
流
促
進
課
（
3
階
1

番
窓
口
）
に
提
出
。
申
請
書
は
観
光

交
流
促
進
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※
申
請
時
に
印
鑑
が
必
要
で
す
。
松
本

た
す
団
体
。

▽
市
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら

補
助
金
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▽
代
表
者
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る

こ
と
▽
40
歳
以
上
の
市
民
が
8
人
以

上
で
会
員
の
う
ち
65
歳
以
上
の
市
民

が
5
割
以
上
で
あ
る
こ
と
▽
2
カ
月

に
一
回
以
上
活
動
を
行
う
こ
と
▽
市

申
請
書
は
各
学
校
、
学
校
教
育
課

（
3
階
7
番
窓
口
）
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他　

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

審
査
結
果
は
7
月
ご
ろ
通
知
し
ま
す
。

※
詳
細
は
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
案
内

文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
申

請
時
は
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類

▽
補
助
金
交
付
申
請
書

▽
購
入
し
た
防
災
用
品
の
品
名
お
よ

び
金
額
が
明
記
さ
れ
た
領
収
書
ま
た

は
レ
シ
ー
ト
の
原
本

▽
購
入
品
の
写
真
（
市
指
定
の
防
災

ラ
ジ
オ
は
除
く
）

▽
補
助
金
交
付
請
求
書

市
・
塩
尻
市
・
大
町
市
で
も
申
請
可

能
で
す
。

●
そ
の
他　
▽
団
体
券
は
対
象
外
で
す
。

▽
予
算
額
（
先
着
３
０
０
人
） 

に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

か
ら
当
該
団
体
に
加
入
を
希
望
し
て

い
る
市
民
の
受
け
入
れ
要
請
が
あ
っ

た
と
き
は
、
原
則
と
し
て
受
け
入
れ

可
能
で
あ
る
こ
と
。

●
申
請　

長
寿
社
会
課
（
１
階
�
番
窓

口
）
で
申
請
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ご利用
ください

各種
補助制度

①
防
災
用
品
購
入
補
助
金

②
就
学
援
助
費

③
信
州
ま
つ
も
と
空
港
福
岡
線

　
複
便
化
利
用
促
進
助
成
金

④
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

　
が
ん
ば
ろ
う
事
業
補
助
金

防
災
用
品
の
購
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。（
申
請
は
同
一
世
帯
に
つ
き
各
年
度
１
回
限
り
）

経
済
的
理
由
で
就
学
に
関
わ
る
費
用
に
お
困
り
の
保
護
者
を
対
象
に
学
用
品
費
や
給
食
費
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
福
岡
便
を
往
復
で
利
用
す
る
人
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

健
康
増
進
や
介
護
予
防
の
た
め
に
健
康
づ
く
り
の
活
動
を
定
期
的
に
行
う
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
担
当

4�

71
・
２
１
１
９　

6�

72
・
６
７
３
９

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

4�

71
・
２
４
６
０　

6�

71
・
２
３
３
８

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

4�

71
・
２
０
５
３　

6�

72
・
１
３
４
０

問
長
寿
社
会
課
長
寿
福
祉
係

4�

71
・
２
２
５
４　

6�

71
・
２
３
２
８

※申請方法や添付書類等詳細は担当課に確認してください。

～誕生・入学・結婚・住宅新築～　人生の節目に記念樹をプレゼントします

●配布期間（予定）　5 月１日（火）～ 10 月 31 日（水）
●対象者　市内に住所を有し、市税を完納してい
る人で、次の記念項目に該当する人　

①平成29年4月１日から平成30年3月31日までの期間
▷結婚した人　▷誕生した子の保護者　
▷市内に住宅家屋（店舗併用住宅を含む）を新築（全
面改築を含む）または新築住宅を購入した人（2 本配布）

②平成 30 年 4 月以降　
▷小学校に入学した子の保護者

●申し込み　8月31日（金）までに申請書を建築住宅課（2
階�番窓口）、各支所地域課へ持参または郵送。申請
書は建築住宅課、各支所地域課または市ホームページ
から入手できます。5 月以降に記念樹等交換券（取扱
店一覧同封）を送付します。取扱店に交換券を持参し、
苗木と用土を受け取ってください。植栽後１カ月以内に
写真を添付の上、報告書を提出してください。

●提出先　〒 399-8281（住所記載不要）建築住宅課
問建築住宅課建築景観係　471・2242　672・3569
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5月（May）の予定
5 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

10日（木）	（予約日：1日（火））・24日（木）（予約日17日（木））
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
場市役所 2 階　相談室 211
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約

毎週月～金曜日　時 8：30 ～ 17：15　※ 3・4 日は行いません
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2 階）
　　（℡直通71-2100・FAX72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

5月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

10 日（木） 場市役所 4 階　会議室 403　※生活相談も含む

10 日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。
18日（金） 場市役所3階　相談室312　※ 40 歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 3・4 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 3・4 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

17日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階　相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談（★は行政相談委員による相談を同時開催）

７日（月）・★ 21日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
８日（火）・★ 22日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
12日（土）・★ 23日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
10日（木）・★ 27日（日）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
11日（金）・★ 25日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記各会場へ

母乳・育児相談 ※母乳相談は 要予約 　時 9:30 ～ 11:00

	 8日（火）	場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	 9・23日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
10・24日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	 17日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）

22日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00
7・14・21・28日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 9:30 ～ 10:00
10日（木）　場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00
10・17・24日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00
2・9・16・23・30日（水）　
場豊科保健センター 2 階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 2・16 日は家族会

11日（金）場堀金公民館　会議室 2　※人権相談　

問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

育児相談・身体測定 11日（金） 10：30 ～ 12：00

読み聞かせ 21日（月） 11：00 ～

チャレンジタイム 飯ごうすいさん 26日（土） 10：00 ～ 12：00
要予約 100円   対象：小学生以上　定員 15 人　持ち物：米１合・軍手・
食器・スプーン・飲み物

キッズパーク おやつづくり

29日（火）・30日（水）・31日（木） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   対象：29 日（火）は 2 歳児以上、30 日（水）は 1 歳児、
31 日（木）は 0 歳児　定員各 5 組　持ち物：エプロン・三角巾

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	ファミリーサポート登録会 7日（月） 10：30 ～
持ち物：印鑑

	お下がり会 12日（土） 10：30 ～ 11：30
出品者要申し込み。出品者は 10：00 までにお越しください。

	育児相談・身体測定 21日（月） 10：00 ～ 12：00

	読み聞かせ 25日（金） 11：00 ～ 11：20

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

育児相談・身体測定 7日（月） 10：00 ～ 12：00

チャレンジタイム 柏餅を作ろう　
要予約 100円   対象：小学生　定員
15 人　持ち物：エプロン・三角巾・
マスク・手ふき

19日（土） 14：00 ～ 15：00

みんなあつまれ 柏餅を作ろう 25日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   定員 15 組　持ち物：エプロン・三角巾・マスク・手ふき

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

読み聞かせ 16日（水） 11：00 ～ 11：20

育児相談・身体測定 18日（金） 10：30 ～ 12：00

ふれあい農園 野菜の苗植え 25日（金） 10：30 ～ 11：30
登録家庭以外要予約   持ち物：汚れても良い服装・軍手・帽子・飲み物

チャレンジタイム かしわ餅作り 26日（土） 14：00 ～ 15：30
要予約 100円   対象：小学生　定員：15 人　持ち物：エプロン・三角巾・
マスク・手ふき

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

チャレンジタイム 飯ごうすいさん＆カレー会

12日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円   対象：小学生以上　定員 10 人　持ち物：帽子

読み聞かせ 14日（月） 11：00 ～ 11：30

囲碁・将棋を楽しもう 14・21日（月） 15：15 ～ 16：15
対象：小学生以上　定員 10 人

育児相談・身体測定 18日（金） 10：30 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

読み聞かせ 1日（火） 11：00 ～

育児相談・身体測定 11日（金） 10：30 ～ 12：00

キッズパーク リトミック

15日（火）・16日（水）・17日（木） 10：30 ～ 11：30
登録家庭以外要予約   対象：15 日（火）は 2 歳児以上、16 日（水）は 1 歳児、

17 日（木）は 0 歳児　定員各 5 組

お下がり会 18日（金） 11：00 ～

みんなあつまれ ヨガ de リフレッシュ！

25日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約   定員 20 組　持ち物：大きめのバスタオル、あればヨガマット
　※託児あり要相談

育児相談・身体測定 11日（金） 10：30 ～ 12：00

チャレンジタイム 白玉フルーツポンチを作ろう
要予約 100円   対象：小学生　定員
15 人　持ち物：エプロン・三角巾・
飲み物

28日（月） 10：30 ～ 12：00

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

わらべうた 7・21・28日（月） 11：10 ～

育児相談・身体測定 11日（金） 10：30 ～ 12：00

読み聞かせ 11日（金） 11：00 ～ 11：20

みんなあつまれ！ 18日（金） 10：30 ～ 11：30
5 月生まれハッピーバースディ♡

ファミリーサポート登録会 21日（月） 10：30 ～
持ち物：印鑑

チャレンジタイム みんなで作ろうワクワクパフェ
要予約 100円   対象：小学生　 定
員 15 人　持ち物：エプロン・三角巾・
マスク・飲み物

26日（土） 10：30 ～ 12：00

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

読み聞かせ 14日（月） 11：00 ～ 11：20

育児相談・身体測定 14日（月） 10：30 ～ 12：00

お話の時間　ひばりの会さん 17日（木） 16：00 ～

クライミング教室 26日（土） 10：00 ～ 11：30
要予約   対象：小学生親子　定員 15 組　持ち物：汗ふきタオル・飲み物・
上靴

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

3日（木）憲法記念日 4日（金）みどりの日 5日（土）こどもの日 6日（日） 13日（日） 20日（日） 27日（日）
平 林 医 院
62-2227［明科］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

塔の原内川医院
81-2121［明科］

穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

須澤クリニック　
82-2993［穂高］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

あづみ野　平林整形外科
88-3322［堀金］

神谷小児科医院
72-5162［豊科］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

たかはしクリニック
77-7880［三郷］

土屋クリニック
71-1811［豊科］

米 倉 医 院
72-2354［堀金］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

有 明 歯 科
88-8689［穂高］

内田歯科クリニック
71-4711［堀金］

いさつ歯科医院
73-0648［豊科］

田 野 歯 科 医 院
82-7537［穂高］

大 谷 歯 科 医 院
72-8858［豊科］

笠 原 歯 科 医 院
72-2108［豊科］

5月の児童館の予定
･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･日曜・祝日

※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。
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人口と世帯 2018.4.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,073 人（－ 37）男 47,575 人（－ 33）女 50,498 人（－ 4）
世帯　39,504 世帯（＋ 104）　※住民基本台帳に基づく人口および世帯数
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平成３１年（２０１９年）　４月２５日　から　６月１６日

「北アルプスの麓から広がる花と緑に包まれたしあわせ暮らし」をテーマに、第 36 回全国都市緑化信州フェアが約
１年後に開催されます。信州の暮らしの素晴らしさや楽しさを発信するとともに、緑化に関わる団体や個人が交流し、
持続可能な花と緑のまちづくりにつながるフェアとしていきます。

一人ひとりが緑の大切さを認識し、花と緑がもたらす快適で豊かな
暮らしのあるまちづくりを全国的に推進するイベントです。昭和 58
年（1983 年）から全国各地で開催されており、長野県では初開催と
なります。

開催期間中には、企業等の工夫をこらした庭園コンテストやシンポ
ジウム、また、フェアの中心的行事として皇室をお迎えする「全国都
市緑化祭」も開かれます。

信州花フェスタは、信州スカイパークをメイン会場として、安曇野
市内にもサブ会場とサテライト会場が設置されます。

「国営アルプスあづみの公園　（堀金・穂高地区）」
サブ会場として信州の自然や風土との触れ合い、体験・学習の場を

提供します。メイン会場や地域と連携協力し、信州の魅力を発信します。

「三郷文化公園など市内数カ所」
サテライト会場として花と緑により地域をにぎわし、身近な暮らし

の質を高める場とします。“安曇野らしさ”を再発見し、全国に安曇野
を発信します。

　全国都市緑化フェアとは…

　安曇野市内も会場に

国内最大級の花と緑の祭典

■主催者　長野県、松本市、大町市、塩尻市、安曇野市、公益財団法人都市緑化機構
■実行組織　第 36 回全国都市緑化信州フェア実行委員会
■問い合わせ　都市計画課　公園緑地係　（471・2249　672・3569）

メイン会場のイメージ

本庁舎夜間・休日開庁日
時間延長窓口5月1日（火）・15日（火）
 （午後５時 15 分から８時）
休日開庁日
4月22日（日） （午前８時30分から正午）
5月27日（日） （午前８時30分から正午）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱い

ます。事前に問い合わせください。


